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調査概要

1. 調査名

2. 調査目的

3. 調査方法

4. 調査対象

5. 調査期間

6. 有効回答数

5,148名（男性 50.0％・女性 50.0％、平均年齢 40.1歳）
※ 各性別・年代別に分析を行うのに十分なサンプルを確保するために、性別・年代別に割付回収を行い、

インターネット利用者数（インプレス社「インターネット白書2007」）に応じてウェイトバック集計を行った。

7. 調査内容
• PCインターネットの利用状況
• インターネット上の脅威の認知状況と事象の理解状況

• インターネット上の脅威の被害遭遇経験
3

「情報セキュリティに関するアンケート」

個人PCユーザーの情報セキュリティに関する認知、理解、意識、および行動の現状
を把握する。その結果を基に、個人PCユーザーに対するセキュリティ関連施策の効
果や課題を抽出し、今後の施策検討に資することを目的とする。

ウェブアンケート調査

15歳（高校生）以上のPCインターネット利用者（自宅にネット接続PCを保有する人）
2008年1月18日（金）～2008年1月19日（土）

※ 株式会社イプシ・マーケティング研究所が調査設計・作成した調査票に基づき、株式会社マクロミル*がリサーチモニターを対象に調査を実施した。
*国内有効モニター数：約60万人（2007年12月現在）

• 情報セキュリティ対策方法の認知状況・意識と実施
状況

• 組織における情報セキュリティ対策の実施状況

注）10代は15-19歳

母集団
母集団
（%）

回収数 ウェイト値
規正
標本数

規正
標本数（%）

10代 152 4.1% 429 0.50 213 4.1%
20代 375 10.2% 429 1.22 524 10.2%
30代 448 12.2% 429 1.46 626 12.2%
40代 334 9.1% 429 1.09 467 9.1%
50代 349 9.5% 429 1.14 488 9.5%
60代～ 294 8.0% 429 0.96 410 8.0%
10代 151 4.1% 429 0.49 211 4.1%
20代 361 9.8% 429 1.18 504 9.8%
30代 426 11.6% 429 1.39 595 11.6%
40代 319 8.7% 429 1.04 446 8.7%
50代 283 7.7% 429 0.92 395 7.7%
60代～ 193 5.2% 429 0.63 270 5.2%

合計 3,685 100.0% 5,148 5,148 100.0%

男性

女性



基本属性（1）

• ウェイトバック後の性別構成は、「男性」が53.0％、「女性」が47.0％である。
• ウェイトバック後の年齢構成は、「30代」をピークとし、次いで「20代」が多く、「40代」～「60代以上」の合計

が約半数を占める。「10代」は全年代の中で最も少なく1割弱となった。
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性別［回答者全体］
（ウェイトバック前）

性別［回答者全体］
（ウェイトバック後）

年齢構成［回答者全体］
（ウェイトバック前）

年齢構成［回答者全体］
（ウェイトバック後）

8.2 20.0 23.7 17.7 17.2 13.2 
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10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

50.0 50.0 
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（全体N=5160）

男性 女性

16.6 16.6 16.7 16.7 16.7 16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（全体N＝5160）

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

53.0 47.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

男性 女性



基本属性（2）

• ウェイトバック後の職業構成は、「会社員・公務員・教員」が最も多く計33.2％、次いで「専業主婦」が
18.3％である。
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職業［回答者全体］（ウェイトバック前）

職業［回答者全体］（ウェイトバック後）

2.1 7.0 4.2 22.0

1.9

4.4 8.9 18.3 5.3 10.9 7.4 4.5 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

経営者・役員 会社員・公務員・教員（管理職）
会社員・公務員・教員（情報システムおよび通信関係の技術者・研究者） 会社員・公務員・教員（情報システムおよび通信関係の技術者・研究者以外）
医者・弁護士等、専門職 契約社員／派遣社員
自営業・自由業 専業主婦
家事手伝い・無職 パート・アルバイト
専門学校生・短大生・大学生・大学院性 高校生
その他

1.9 6.2 3.4 18.1 

1.6 

3.8 8.3 18.7 5.3 10.7 9.6 9.1 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

経営者・役員 会社員・公務員・教員（管理職）
会社員・公務員・教員（情報システムおよび通信関係の技術者・研究者） 会社員・公務員・教員（情報システムおよび通信関係の技術者・研究者以外）
医者・弁護士等、専門職 契約社員／派遣社員
自営業・自由業 専業主婦
家事手伝い・無職 パート・アルバイト
専門学校生・短大生・大学生・大学院性 高校生
その他



2. 調査結果の概要
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情報セキュリティに関する脅威に対する意識調査
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「Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新」の実施率は67.3％。
非実施者の5割超が自動更新機能があることを知らず、常にOSを最新状態に

保つべきという意識が低い。
男性の実施率は8割だが、女性では半数程度。10代での実施率の低さが目立つ。

「Microsoft Update等OSの自動アップデート機能」の認知率は77.1％。認知率には男女差、年代差が大きく、女性と10代の
およそ3人に1人、また、実施不明者の65.9％がOSの自動アップデート機能を知らない。

「OSは、セキュリティ更新プログラムが出たらすぐにインストールし、常に最新の状態にしておくべきである」という人は、
実施者では9割を超えるが、非実施者では7割、実施不明者では6割と意識に差が大きい。

自動アップデート機能の周知の徹底に加え、常にOSを最新状態に保つ必要性を啓蒙すべきである。
⇒「3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（1）～（7）」（P53～59）参照
⇒「3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（1）～（2）」（P60～61）参照

最も実施率の高いセキュリティ対策は「怪しいメール・添付ファイルの削除」。
ただし、差出人名や件名の表示だけでは「“怪しいメール”かどうかの判断が難しい」

という人が半数に上る。
「怪しいメール・添付ファイルの削除」は84.6％が実施。非実施者は1割、実施不明者は5％。

“怪しいメール”の判断に迷う人は年代が高い層ほど多くなり、60代以上では7割。実施していても判断根拠が明確でないケースが
高齢層ほど存在することが懸念される。「怪しい」かどうかの判断基準について理解促進をすべきである。

⇒「3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（1）～（4）」（P53～56）参照
⇒「3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（4）～（5）」（P63～64）参照

インターネット利用中に、新しいプログラムやソフトのインストールを推奨された際、
それが「安全かどうか判断を下すことは難しい」と感じる人が6割に上る。

「新しいプログラムやソフトのダウンロードを勧める表示が出た時、それがセキュリティ被害をもたらすような怪しいものかどうか判断するのは
難しい」という人が64.2％。ソフト等のダウンロードに際して安全かどうかの判断を下すことには、男女差、年代差があり、

女性や年代が高い層ほど判断を難しいと感じる人が多い。メールと同様、「怪しい」かどうかの判断基準について理解促進が望まれる。
⇒「3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（6）」（P65）参照

「Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新」の実施率は67.3％。
非実施者の5割超が自動更新機能があることを知らず、常にOSを最新状態に

保つべきという意識が低い。
男性の実施率は8割だが、女性では半数程度。10代での実施率の低さが目立つ。

「Microsoft Update等OSの自動アップデート機能」の認知率は77.1％。認知率には男女差、年代差が大きく、女性と10代の
およそ3人に1人、また、実施不明者の65.9％がOSの自動アップデート機能を知らない。

「OSは、セキュリティ更新プログラムが出たらすぐにインストールし、常に最新の状態にしておくべきである」という人は、
実施者では9割を超えるが、非実施者では7割、実施不明者では6割と意識に差が大きい。

自動アップデート機能の周知の徹底に加え、常にOSを最新状態に保つ必要性を啓蒙すべきである。
⇒「3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（1）～（7）」（P53～59）参照
⇒「3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（1）～（2）」（P60～61）参照

最も実施率の高いセキュリティ対策は「怪しいメール・添付ファイルの削除」。
ただし、差出人名や件名の表示だけでは「“怪しいメール”かどうかの判断が難しい」

という人が半数に上る。
「怪しいメール・添付ファイルの削除」は84.6％が実施。非実施者は1割、実施不明者は5％。

“怪しいメール”の判断に迷う人は年代が高い層ほど多くなり、60代以上では7割。実施していても判断根拠が明確でないケースが
高齢層ほど存在することが懸念される。「怪しい」かどうかの判断基準について理解促進をすべきである。

⇒「3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（1）～（4）」（P53～56）参照
⇒「3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（4）～（5）」（P63～64）参照

インターネット利用中に、新しいプログラムやソフトのインストールを推奨された際、
それが「安全かどうか判断を下すことは難しい」と感じる人が6割に上る。

「新しいプログラムやソフトのダウンロードを勧める表示が出た時、それがセキュリティ被害をもたらすような怪しいものかどうか判断するのは
難しい」という人が64.2％。ソフト等のダウンロードに際して安全かどうかの判断を下すことには、男女差、年代差があり、

女性や年代が高い層ほど判断を難しいと感じる人が多い。メールと同様、「怪しい」かどうかの判断基準について理解促進が望まれる。
⇒「3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（6）」（P65）参照



情報セキュリティに関する脅威に対する意識調査
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「セキュリティ対策ソフトの導入・活用」は7割超が実施。
非実施者の8割は、自分に合った製品・機能の見極めに際し、迷いを感じている。

セキュリティ対策ソフトの利用徹底には、製品に対する理解促進が必要。
「セキュリティ対策ソフトの導入・活用」は74.3％が実施。非実施者は18.8％、実施不明者は6.9％。

「種類が多いので、どれを選ぶべきかわからない」「各機能のうち、自分のPCの使用状況に合った機能がどれか選定に迷う」という人が、
それぞれ全体の68.4％、66.2％に上る。非実施者では更に増え、81.7％、79.8％と多数を占める。

非実施者の購入段階での阻害要因を取り除くべく、セキュリティ対策ソフトの種類・機能の特徴について、
特別な知識がなくても簡単に選択できるような周知方法が望まれる。

⇒「3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（1）～（4）」（P53～56）参照
⇒「3.3.4 セキュリティ対策ソフトに対する意識（1）～（5）」（P66～70）参照

組織の情報セキュリティに関する規定策定率は大企業で8割、中小企業では半数以下。
ただし、中小企業の「経営者・役員」でのセキュリティ意識が高まっており、

今後は中小企業でのセキュリティ対策の強化が期待される。
組織における情報セキュリティ関連のルール策定率は企業勤務者全体で63.1％、そのうち9割近くが遵守。策定率には企業規模による差が

大きく、「300人以上」では82.2％、「300人未満」では46.4％。いずれの情報セキュリティ対策の実施率も「300人以上」のほうが高い。
一方で、情報セキュリティに対する意識について［職業別］の結果をみると、2007年3月調査で意識の低さが指摘されていた

「経営者・役員」で「非常に重要」との回答が6割を超えており、「情報システム担当」と並ぶ意識の高さが示された。
「経営者・役員」の9割が「300人未満」の企業勤務者であることから、中小企業のトップの意識改革が進んでいることがうかがえる。

⇒「3.3.2 情報セキュリティに対する考え（3）」（P33）参照
⇒「3.3.5 組織における情報セキュリティ対策の実施状況（1）～（7）」（P71～77）参照

「セキュリティ対策ソフトの導入・活用」は7割超が実施。
非実施者の8割は、自分に合った製品・機能の見極めに際し、迷いを感じている。

セキュリティ対策ソフトの利用徹底には、製品に対する理解促進が必要。
「セキュリティ対策ソフトの導入・活用」は74.3％が実施。非実施者は18.8％、実施不明者は6.9％。

「種類が多いので、どれを選ぶべきかわからない」「各機能のうち、自分のPCの使用状況に合った機能がどれか選定に迷う」という人が、
それぞれ全体の68.4％、66.2％に上る。非実施者では更に増え、81.7％、79.8％と多数を占める。

非実施者の購入段階での阻害要因を取り除くべく、セキュリティ対策ソフトの種類・機能の特徴について、
特別な知識がなくても簡単に選択できるような周知方法が望まれる。

⇒「3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（1）～（4）」（P53～56）参照
⇒「3.3.4 セキュリティ対策ソフトに対する意識（1）～（5）」（P66～70）参照

組織の情報セキュリティに関する規定策定率は大企業で8割、中小企業では半数以下。
ただし、中小企業の「経営者・役員」でのセキュリティ意識が高まっており、

今後は中小企業でのセキュリティ対策の強化が期待される。
組織における情報セキュリティ関連のルール策定率は企業勤務者全体で63.1％、そのうち9割近くが遵守。策定率には企業規模による差が

大きく、「300人以上」では82.2％、「300人未満」では46.4％。いずれの情報セキュリティ対策の実施率も「300人以上」のほうが高い。
一方で、情報セキュリティに対する意識について［職業別］の結果をみると、2007年3月調査で意識の低さが指摘されていた

「経営者・役員」で「非常に重要」との回答が6割を超えており、「情報システム担当」と並ぶ意識の高さが示された。
「経営者・役員」の9割が「300人未満」の企業勤務者であることから、中小企業のトップの意識改革が進んでいることがうかがえる。

⇒「3.3.2 情報セキュリティに対する考え（3）」（P33）参照
⇒「3.3.5 組織における情報セキュリティ対策の実施状況（1）～（7）」（P71～77）参照



3. 調査結果
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パーセンテージ数値は小数点第2位以下を四捨五
入しているため、個々の数値の合計値は100％に
ならない場合がある。



3.1. インターネットの利用状況
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3.1.1 PCインターネット利用開始時期

• 回答者全員にPCでのインターネット利用開始時期について尋ねた。
• 最も多いのは、「1997年以前」で31.8％、次いで「2000年」15.7％と続く。
• ［性別］では、男性の「1997年以前」が37.5％、女性は25.3％であった。
• ［年代別］にみると、30代～50代では「1997年以前」が4割前後と最も多くなっている。20代は「1997年以

前」と「2000年」がほぼ同程度、10代のピークは「2000年」で「2001年以降」が半数に上る。

11

PCインターネットの利用開始時期
［回答者全体］／［性別］

PCインターネットの利用開始時期
［年代別］
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40.3

38.4

28.7

9.8

8.0

12.2

11.4

9.5

7.9

7.5

9.0

7.4

11.2

9.4

8.8

7.9

7.7

15.7

21.6

19.1

13.9

13.7

13.5

15.5

7.3

12.2

9.0

5.9

6.0

6.5

7.0

7.8

12.5

9.5

5.5

6.4

7.7

8.7

6.7

8.7

6.0

5.4

6.1

7.6

8.2

4.3

7.6

3.3

4.0

4.1

3.5

6.0

3.6

5.3

3.7

3.4

2.2

3.9

4.6

2.4

3.3

2.4

2.0

1.5

2.0

4.2

1.6

2.2

2.4

0.9

1.4

1.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

15～19歳(n=424)

20～29歳(n=1029)

30～39歳(n=1221)

40～49歳(n=913)

50～59歳(n=883)

60歳以上(n=680)

1997年以前 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年以降



3.1.2 利用OSの種類

• 回答者全員に、主に利用しているPCの利用OSについて尋ねた。
• 最も多いのは「Windows XP」で75.3％、「Windows Vista」は12.6％、その他「Windows」系OSが計8.0％

で、合計すると「Windows」ユーザーが95.8％と多数を占める。
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利用OS
［回答者全体］

（N=5148）

Windows 

98

2.4%

Windows ME

2.2%

Windows 2000

3.4%

Windows XP

75.3%

Windows 

Vista

12.6%

Mac OS X

2.8%

その他のMac OS

0.2%

Linux系のOS

0.1%
その他

0.1%

わから

ない

1.0%

Windows 98

Windows ME

Windows 2000

Windows XP

Windows Vista

Mac OS X

その他のMac OS

Linux系のOS

その他

わからない



3.1.3 PCインターネット利用場所（1）

• 回答者全員にPCでインターネットを利用する場所を複数回答で求めた。
• 全体では「自宅（有線）」が最も多く75.7％、次いで「職場」33.7％、「自宅（無線LAN）」32.1％と続く。
• ［性別］では、男性で「職場」が45.8％、女性では20.2％と男女差が目立つ。
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PCインターネットの利用場所（複数回答）
［回答者全体］／［性別］

33.7

7.8

75.7

32.1

45.8

8.5

80.4

30.2

20.2

7.1

70.3

34.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場

学校

自宅（有線）

自宅（無線LAN）

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

2.5

1.9

6.4

0.3

4.0

2.9

7.7

0.4

0.8

0.8

5.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出先（データ通信カード）

外出先（公衆無線LAN）

インターネットカフェ、マンガ喫

茶 等

その他

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)



3.1.3 PCインターネット利用場所（2）

• 回答者全員にPCでインターネットを利用する場所を複数回答で求めた。
• ［年代別］では、「インターネットカフェ、マンガ喫茶等」は、20代が最も多く13.6％、次いで30代が8.2％、

10代が6.2％で続いている。
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PCインターネットの利用場所（複数回答）
［回答者全体］／［年代別］

33.7

7.8

75.7

32.1

2.6

45.6

70.3

37.5

36.1

17.9

74.8

32.5

45.5

0.8

77.9

30.7

42.8

0.8

75.8

32.8

38.1

0.9

74.5

34.6

10.6

0.1

77.5

26.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場

学校

自宅（有線）

自宅（無線LAN）

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

2.5

1.9

6.4

0.3

0.6

1.3

6.2

0.6

1.9

2.0

13.6

0.2

3.2

1.4

8.2

0.1

3.8

2.6

3.4

0.6

3.0

3.2

3.4

0.3

1.0

0.5

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出先（データ通信カード）

外出先（公衆無線LAN）

インターネットカフェ、マンガ喫茶

等

その他

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)



3.1.3 PCインターネット利用場所（3）

• このうち、最も長時間利用する場所を尋ねたところ、最も多いのは「自宅（有線）」で64.2％、次いで「自宅
（無線LAN）」23.6％が続いた。「職場」は11.1％にとどまり、利用時間は自宅のほうが上回っている。

• ［性別］では、「職場」を最長利用場所と回答する割合は、男性で15.2％、女性では6.4％と1割に満たない。
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PCインターネットの最長利用場所
［回答者全体］／［性別］

11.1

1.0

64.2

23.6

15.2

1.1

65.2

18.3

6.4

0.9

63.0

29.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場

学校

自宅（有線）

自宅（無線LAN）

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出先（データ通信カード）

外出先（公衆無線LAN）

インターネットカフェ、マンガ喫

茶 等

その他

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)



3.1.3 PCインターネット利用場所（4）

• 最も長時間利用する場所を尋ねたところ、［年代別］では、「自宅（有線）」は60歳以上では73.8％と7割を
超えている。「職場」が最長利用場所と回答する人は、20代～50代までに目立った年代差は認められず、
いずれも1割程度である。
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PCインターネットの最長利用場所
［回答者全体］／［年代別］

11.1

1.0

64.2

23.6

0.2

2.2

65.6

31.6

11.7

3.5

61.1

23.5

15.5

0.2

62.5

21.6

14.9

0.2

62.7

21.8

11.3

0.0

63.6

25.1

3.3

0.0

73.8

22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場

学校

自宅（有線）

自宅（無線LAN）

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.3

0.1

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.1

0.1

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出先（データ通信カード）

外出先（公衆無線LAN）

インターネットカフェ、マンガ喫茶

等

その他

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)



3.1.4 1日のPCインターネット利用時間

• 回答者全員に1日あたりの平均的なPCインターネット利用時間を尋ねた。
• 最も多いのは「1～3時間未満」で44.6％。次いで「3～5時間未満」24.6％、「30分～1時間未満」が12.0％

で続く。

• ［性別］では、男性で「3～5時間未満」が女性よりもやや多く、女性で「30分～1時間未満」が男性よりもや
や多い。

• ［年代別］では、利用時間に大きな年代差はみられないが、1日あたり「5時間以上」利用する長時間利用
者に着目すると、20代が最も多く19.4％と2割程度に上っている。
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PCインターネットの利用時間（1日平均）
［回答者全体］／［性別］

PCインターネットの利用時間（1日平均）
［回答者全体］／［年代別］2.2

0.8

3.8

12.0

9.1

15.3

44.6

45.5

43.6

24.6

26.0

23.1

9.3

10.1

8.3

3.6

3.9

3.4

3.6

4.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

30分未満 30分～1時間未満 1～3時間未満 3～5時間未満

5～7時間未満 7～10時間未満 10時間以上

2.2

3.1

1.8

2.1

2.2

1.8

3.2

12.0

12.2

12.1

12.6

11.2

11.2

13.0

44.6

42.5

42.6

45.5

44.5

47.6

43.7

24.6

27.3

24.1

24.3

25.7

23.8

24.1

9.3

8.6

11.0

8.5

9.3

8.2

9.7

3.6

3.5

4.5

3.1

3.4

3.8

3.4

3.6

2.7

3.9

3.9

3.8

3.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

30分未満 30分～1時間未満 1～3時間未満 3～5時間未満

5～7時間未満 7～10時間未満 10時間以上



3.1.5 PCインターネット利用行動（1）

• 回答者全員にPCインターネット利用行動について尋ねた。
• 「インターネットショッピング、オークション」の利用者は8割を超えており、未経験者は1割を切る。
• 「インターネットバンキング、株・外貨のネット取引」は、利用者58.7％に対し、「利用したことはない」は

33.3％と、未経験者はおよそ3人に1人という結果であった。
• 「アフィリエイトプログラム」の利用者は13.7％、現在利用を休止している人までを含めると23.6％となり、

利用経験者はおよそ4人に1人程度となる。
• 「セカンドライフ」の利用者は2.9％、利用経験者は計7.7％と1割に満たない。サービス非認知者が2割に

上っており、提示したサービスの中で最も認知度が低い。
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PCインターネット利用行動
［回答者全体］

（N=5148）

82.5

65.7

65.1

62.8

61.1

58.7

55.0

53.2

44.9

43.0

30.5

21.3

13.7

8.3

2.9

8.8

9.3

13.8

18.1

16.3

5.0

17.6

28.5

21.0

16.9

10.4

22.9

9.9

12.9

4.8

7.6

19.8

17.6

15.1

20.0

33.3

22.7

16.1

30.3

35.8

51.3

50.8

61.5

68.4

72.1

1.1

5.2

3.4

3.9

2.7

3.0

4.7

2.1

3.9

4.4

7.9

5.0

14.9

10.4

20.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットショッピング、インターネットオークション

Wikipedia等、百科事典サイト

商品比較・クチコミ等のコミュニティサイト（価格.com、アットコスメ等）

企業・団体のサイト

個人のホームページやブログ

インターネットバンキング、株・外貨のネット取引

Q&Aサイト（Yahoo!知恵袋、教えて！goo等）

懸賞サイト

掲示板

映像コンテンツ、音楽コンテンツの視聴や購入

SNS（mixi等）

オンラインゲーム

アフィリエイトプログラム

ファイル交換ソフト（Winny等）

セカンドライフ

利用している 利用したことはあるが、今は利用していない 利用したことはない そのサイトまたはサービスを知らない



3.1.5 PCインターネット利用行動（2）

• PCインターネット利用行動について、各サイトやサービスの利用率を［性別］にみると、男性の方が女性
より利用率が高い項目が多い。

• ただし、 「個人のホームページやブログ」、「インターネットショッピング、インターネットオークション」、「オ

ンラインゲーム」の利用率には、男女差はほとんどみられない。

• 「SNS（mixi等）」の利用は、やや女性が上回るがその差は僅かである。

19

PCインターネット利用行動＜利用している＞
［性別］

62.8

61.1

82.5

58.7

65.1

55.0

44.9

68.2

61.3

83.1

65.8

68.7

57.8

51.0

56.7

60.9

81.9

50.6

61.1

52.0

37.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業・団体のサイト

個人のホームページやブログ

インターネットショッピング、インター

ネットオークション

インターネットバンキング、株・外貨の

ネット取引

商品比較・クチコミ等のコミュニティサ

イト（価格.com、アットコスメ等）

Q&Aサイト（Yahoo!知恵袋、教えて！

goo等）

掲示板

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

65.7

30.5

21.3

53.2

43.0

8.3

13.7

2.9

71.8

29.1

21.0

57.2

45.5

11.8

15.3

3.9

58.9

32.0

21.6

48.7

40.2

4.3

11.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Wikipedia等、百科事典サイト

SNS（mixi等）

オンラインゲーム

懸賞サイト

映像コンテンツ、音楽コンテンツの視

聴や購入

ファイル交換ソフト（Winny等）

アフィリエイトプログラム

セカンドライフ

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)



3.1.5 PCインターネット利用行動（3）

• PCインターネット利用行動について、各サイトやサービスの利用率を［年代別］にみると、「個人のホーム
ページやブログ」、「掲示板」、「Wikipedia等、百科事典サイト」、「オンラインゲーム」、「映像コンテンツ、
音楽コンテンツの視聴や購入」、「ファイル交換ソフト（Winny等）の利用」については、10代が最も利用率
が高く、若年層ほど利用率が高い傾向にある。中でも、「個人のホームページやブログ」、「Wikipedia等、
百科事典サイト」の10代の利用率は8割前後と高い。

• 「SNS（mixi等）」の利用は、20代が54.5％と過半数を超え、最も多い。
• 「セカンドライフ」の利用者はごくわずかであるが、50代、60代が他の年代に比べてやや多い。
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PCインターネット利用行動＜利用している＞
［年代別］

62.8

61.1

82.5

58.7

65.1

56.2

79.1

70.2

27.4

50.9

64.5

72.4

81.8

50.0

67.6

66.2

67.2

88.3

67.1

74.4

68.7

59.6

89.0

67.8

71.7

62.9

48.5

81.4

63.6

61.1

50.5

40.1

73.7

57.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業・団体のサイト

個人のホームページやブログ

インターネットショッピング、イン

ターネットオークション

インターネットバンキング、株・

外貨のネット取引

商品比較・クチコミ等のコミュニ

ティサイト（価格.com、アットコス

メ等）

全体(N=5148) 10代(n=424) 20代(n=1029) 30代(n=1221)

40代(n=913) 50代(n=883) 60代以上(n=680)

55.0

44.9

65.7

30.5

21.3

53.7

59.1

83.5

43.2

32.5

59.9

51.9

76.7

54.5

24.8

60.0

50.3

68.2

32.2

22.6

58.8

46.3

68.3

24.8

22.3

49.0

34.8

55.3

15.0

15.1

42.5

26.7

43.7

10.9

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q&Aサイト（Yahoo!知恵袋、教

えて！goo等）

掲示板

Wikipedia等、百科事典サイト

SNS（mixi等）

オンラインゲーム

全体(N=5148) 10代(n=424) 20代(n=1029) 30代(n=1221)

40代(n=913) 50代(n=883) 60代以上(n=680)

53.2

43.0

8.3

13.7

2.9

38.5

52.4

18.5

15.1

2.2

48.2

49.1

11.1

17.2

2.5

53.1

44.3

10.4

17.3

1.8

58.0

45.9

5.9

14.5

1.8

58.9

40.7

4.5

8.9

4.9

56.3

24.4

2.0

6.3

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

懸賞サイト

映像コンテンツ、音楽コンテン

ツの視聴や購入

ファイル交換ソフト（Winny等）

アフィリエイトプログラム

セカンドライフ

全体(N=5148) 10代(n=424) 20代(n=1029) 30代(n=1221)

40代(n=913) 50代(n=883) 60代以上(n=680)



3.2. セキュリティ上の脅威に対する認識
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3.2.1 PCインターネット利用行動に際する不安感（1）

• PCインターネット利用に伴い、主なサービス利用に際して不安を感じることはあるか（または、感じた経
験はあるか）を尋ねた。（なお、「インターネットショッピング、インターネットオークション」及び「インターネットバンキング、株・外貨のネット
取引」については、前出の設問（P18）で「そのサイトまたはサービスを知らない」と回答した人を除いている。）

• 「インターネットショッピング、インターネットオークション」、「インターネットバンキング、株・外貨のネット取
引」については、各サービス認知者のうち、6割の人が「不安を感じる」という回答であった。

• 「ホームページの閲覧」及び「メールの利用」に際して「不安を感じる」という人は、それぞれ回答者全体
の3割程度であった。
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PCインターネット利用に際しての不安有無
［回答者全体］

60.1

61.6

32.1

34.8

39.9

38.4

67.9

65.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットショッピング､インターネットオークション

(n=5094)

インターネットバンキング､株･外貨のネット取引

(n=4993)

ホームページの閲覧(n=5148)

メールの利用(n=5148)

不安を感じる 不安を感じることはない



3.2.1 PCインターネット利用行動に際する不安感（2）

• 「インターネットショッピング、インターネットオークション」のサービス認知者に対し、利用に際し不安を感
じることはあるか（または、感じた経験はあるか）を尋ねた。

• ［性別］にみると、女性のほうが男性よりも「不安を感じる」という人が多い。［年代別］による差はあまりみ
られない。

• ［サービス利用経験別］では、「利用したことはない」人の8割超、「利用したことはあるが、今は利用して
いない」人の75％近くが、「不安を感じる」と回答している。
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PCインターネット利用に際しての不安有無
＜インターネットショッピング、インターネットオークション＞

［サービス認知者全体］／［性別］

60.1 

55.8 

65.0 

39.9 

44.2 

35.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5094)

男性(n=2698)

女性(n=2397)

不安を感じる 不安を感じることはない

60.1 

58.7 

60.6 

59.0 

62.8 

58.6 

60.7 

39.9 

41.3 

39.4 

41.0 

37.2 

41.4 

39.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5094)

10代(n=419)

20代(n=1020)

30代(n=1216)

40代(n=907)

50代(n=870)

60代以上(n=664)

不安を感じる 不安を感じることはない

60.1

83.9

74.9

56.4

39.9

16.1

25.1

43.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5094)

利用したことはない(n=391)

利用したことはあるが､今は利用して

いない(n=454)

利用している(n=4250)

不安を感じる 不安を感じることはない

PCインターネット利用に際しての不安有無
＜インターネットショッピング、インターネットオークション＞
［サービス認知者全体］／［サービス利用経験別］

PCインターネット利用に際しての不安有無
＜インターネットショッピング、インターネットオークション＞

［サービス認知者全体］／［年代別］



3.2.1 PCインターネット利用行動に際する不安感（3）

• 「インターネットバンキング、株・外貨のネット取引」のサービス認知者に対し、利用に際し不安を感じるこ
とはあるか（または、感じた経験はあるか）を尋ねた。

• ［性別］にみると、女性のほうが男性よりも「不安を感じる」という人が多く、7割に上っている。「インター
ネットショッピング、インターネットオークション」に対する不安感よりも、男女差が大きい。

• ［年代別］では、若年層ほど「不安を感じる」と回答する割合が高い。

• ［サービス利用経験別］では、「利用したことはない」人で「不安を感じる」という人が8割を超えている。
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PCインターネット利用に際しての不安有無
＜インターネットバンキング、株・外貨のネット取引＞

［サービス認知者全体］／［性別］

PCインターネット利用に際しての不安有無
＜インターネットバンキング、株・外貨のネット取引＞

［サービス認知者全体］／［年代別］

61.6 

53.7 

70.6 

38.4 

46.3 

29.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=4993)

男性(n=2663)

女性(n=2330)

不安を感じる 不安を感じることはない

61.6 

66.7 

64.4 

60.1 

63.2 

58.3 

58.9 

38.4 

33.3 

35.6 

39.9 

36.8 

41.7 

41.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=4993)

10代(n=397)

20代(n=994)

30代(n=1200)

40代(n=891)

50代(n=858)

60代以上(n=652)

不安を感じる 不安を感じることはない

PCインターネット利用に際しての不安有無
＜インターネットバンキング、株・外貨のネット取引＞
［サービス認知者全体］／［サービス利用経験別］

61.6

82.0

68.9

49.4

38.4

18.0

31.1

50.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=4993)

利用したことはない(n=1715)

利用したことはあるが､今は利用して

いない(n=258)

利用している(n=3021)

不安を感じる 不安を感じることはない



3.2.1 PCインターネット利用行動に際する不安感（4）

• 回答者全員に「ホームページの閲覧」及び「メールの利用」に際して、不安を感じることはあるか（または、
感じた経験はあるか）を尋ねた。

• ［性別］にみると、「ホームページの閲覧」に対する不安は男女差がほとんどないが、「メールの利用」に
対してはわずかに女性のほうが「不安を感じる」人が多い。ただし、差はあまり大きくない。

• ［年代別］では、「ホームページの閲覧」及び「メールの利用」どちらも、10代で「不安を感じる」人が他の
年代に比べて少ない傾向にある。
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PCインターネット利用に際しての不安有無
＜ホームページの閲覧＞
［回答者全体］／［性別］

PCインターネット利用に際しての不安有無
＜ホームページの閲覧＞
［回答者全体］／［年代別］

PCインターネット利用に際しての不安有無
＜メールの利用＞

［回答者全体］／［性別］

PCインターネット利用に際しての不安有無
＜メールの利用＞

［回答者全体］／［年代別］

32.1 

31.7 

32.6 

67.9 

68.3 

67.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2420)

不安を感じる 不安を感じることはない

32.1 

23.0 

30.4 

31.8 

37.1 

32.2 

34.3 

67.9 

77.0 

69.6 

68.2 

62.9 

67.8 

65.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

10代(n=423)

20代(n=1028)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

不安を感じる 不安を感じることはない

34.8 

33.3 

36.4 

65.2 

66.7 

63.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2420)

不安を感じる 不安を感じることはない

34.8 

21.0 

35.3 

35.2 

38.6 

36.1 

34.9 

65.2 

79.0 

64.7 

64.8 

61.4 

63.9 

65.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

10代(n=423)

20代(n=1028)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

不安を感じる 不安を感じることはない



3.2.1 PCインターネット利用行動に際する不安感（5）

• PCインターネット利用に伴い、主なサービス利用に際して不安を感じることがあると回答した人に、どの
ようなことに不安を感じるか尋ねた。

• 「インターネットショッピング、インターネットオークション」利用に際しては、「個人情報の漏洩」と「詐欺に
よる被害」がほぼ同率で、共に8割程度に上っている。

• 「インターネットバンキング、株・外貨のネット取引」利用に際しては、「個人情報の漏洩」への不安が最も
多く82.6％に上り、「詐欺による被害」は56.7％であった。

• 「ホームページの閲覧」及び「メールの利用」に際しては、「ウイルス感染」への不安が最も多く8割程度、
次いで、「個人情報の漏洩」が5割～6割程度であった。
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PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜ホームページの閲覧＞
［不安を感じる人全体］

PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜メールの利用＞
［不安を感じる人全体］

PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜インターネットショッピング、インターネットオークション＞

［不安を感じる人全体］

PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜インターネットバンキング、株・外貨のネット取引＞

［不安を感じる人全体］

80.2

27.5

79.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の漏洩

ウイルス感染

詐欺による被害

その他

全体(N=3063)

82.6

25.4

56.7

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の漏洩

ウイルス感染

詐欺による被害

その他

全体(N=3075)

54.4

80.5

21.1

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の漏洩

ウイルス感染

詐欺による被害

その他

全体(N=1654)

64.8

83.6

20.4

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の漏洩

ウイルス感染

詐欺による被害

その他

全体(N=1790)



3.2.1 PCインターネット利用行動に際する不安感（6）

• 「インターネットショッピング、インターネットオークション」利用に際して不安を感じる事項を［性別］にみる
と、「個人情報の漏洩」と「詐欺による被害」に対する不安感への男女差はほとんどないが、「ウイルス感
染」への不安を感じる人は女性のほうがやや多い。

• ［年代別］にみると、30代以上では「個人情報の漏洩」が僅差でトップであるが、10代、20代の若年層で
は「詐欺による被害」のほうが「個人情報の漏洩」よりも上回っている。「ウイルス感染」への不安を感じる
人は年代が上がるほど増え、60代以上では35.0％とおよそ3人に1人程度に上る。
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PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜インターネットショッピング、インターネットオークション＞

［不安を感じる人全体］／［性別］

PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜インターネットショッピング、インターネットオークション＞

［不安を感じる人全体］／［年代別］

80.2

79.8

27.5

2.7

78.4

78.3

24.9

3.3

81.9

81.3

30.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の漏洩

詐欺による被害

ウイルス感染

その他

全体(N=3063)

男性(n=1506)

女性(n=1557)

80.2

79.8

27.5

2.7

71.5

89.8

17.3

4.0

83.1

85.1

23.4

2.9

84.1

80.8

27.6

3.4

82.6

79.6

29.2

2.1

77.4

72.0

29.1

1.6

73.8

74.2

35.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の漏洩

詐欺による被害

ウイルス感染

その他

全体(N=3063)

10代(n=246)

20代(n=618)

30代(n=718)

40代(n=569)

50代(n=511)

60代以上(n=403)



3.2.1 PCインターネット利用行動に際する不安感（7）

• 「インターネットバンキング、株・外貨のネット取引」利用に際して不安を感じる事項を［性別］にみると、

「インターネットショッピング、インターネットオークション」と同様、「個人情報の漏洩」や「詐欺による被
害」に対する不安感については男女差はほとんどないが、「ウイルス感染」への不安を感じる人は女性
のほうがわずかに多い。

• ［年代別］にみると、10代では「個人情報の漏洩」に対する不安感が他の年代に比べて少なく、「詐欺に
よる被害」に対する不安感が他の年代よりも多い傾向にある。「ウイルス感染」への不安を感じる人は年
代が上がるほど増え、60代以上では31.2％と3割に上る。
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PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜インターネットバンキング、株・外貨のネット取引＞

［不安を感じる人全体］／［性別］

PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜インターネットバンキング、株・外貨のネット取引＞

［不安を感じる人全体］／［年代別］

82.6

25.4

56.7

6.9

81.3

23.5

56.0

8.7

83.7

27.1

57.3

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の漏洩

ウイルス感染

詐欺による被害

その他

全体(N=3075)

男性(n=1431)

女性(n=1645)

82.6

25.4

56.7

6.9

70.4

19.6

68.3

11.9

83.7

20.4

57.4

8.5

84.8

25.5

57.7

7.5

85.7

27.4

56.9

5.7

82.6

28.2

51.8

4.3

80.2

31.2

51.7

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の漏洩

ウイルス感染

詐欺による被害

その他

全体(N=3075)

10代(n=265)

20代(n=641)

30代(n=721)

40代(n=564)

50代(n=501)

60代以上(n=385)



3.2.1 PCインターネット利用行動に際する不安感（8）

• 「ホームページの閲覧」に際して不安を感じる事項を［性別］にみると、「ウイルス感染」への不安を感じる
人は男性のほうがやや多い。「詐欺による被害」への不安を感じる人は男性のほうが女性よりも多く、
「ホームページの閲覧」に際して不安を感じている男性のおよそ4人に1人（25.2％）に上る。

• ［年代別］では、「個人情報の漏洩」に対する不安が60代以上で63.7％と他の年代に比べて多い傾向に
ある。
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PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜ホームページの閲覧＞

［不安を感じる人全体］／［性別］

PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜ホームページの閲覧＞

［不安を感じる人全体］／［年代別］

80.5

54.4

21.1

4.3

82.8

52.4

25.2

5.1

77.9

56.5

16.6

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ウイルス感染

個人情報の漏洩

詐欺による被害

その他

全体(N=1654)

男性(n=866)

女性(n=789)

80.5

54.4

21.1

4.3

81.7

49.8

19.3

7.6

81.3

53.2

26.1

5.8

84.6

51.7

20.7

4.5

81.5

54.0

21.5

3.8

75.9

53.7

18.8

3.7

75.8

63.7

17.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ウイルス感染

個人情報の漏洩

詐欺による被害

その他

全体(N=1654)

10代(n=98)

20代(n=313)

30代(n=389)

40代(n=339)

50代(n=285)

60代以上(n=233)



3.2.1 PCインターネット利用行動に際する不安感（9）

• 「メールの利用」に際して不安を感じる事項を［性別］にみると、 「ウイルス感染」や「個人情報の漏洩」に

対する不安感への男女差はほとんどないが、「詐欺による被害」への不安を感じる人は男性のほうが女
性よりも多く、「メールの利用」に際して不安を感じている男性のおよそ4人に1人（23.6％）に上る。

• ［年代別］にみると、 10代では「個人情報の漏洩」に対する不安感が他の年代に比べて少なく、「詐欺に
よる被害」に対する不安感が他の年代よりもやや多い傾向にあり、「インターネットバンキング、株・外貨
のネット取引」と同様の傾向がみられた。
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PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜メールの利用＞

［不安を感じる人全体］／［性別］

PCインターネット利用に際しての不安事項（複数回答）
＜メールの利用＞

［不安を感じる人全体］／［年代別］

83.6

64.8

20.4

4.6

82.9

64.3

23.6

5.8

84.4

65.4

17.2

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ウイルス感染

個人情報の漏洩

詐欺による被害

その他

全体(N=1790)

男性(n=910)

女性(n=881)

83.6

64.8

20.4

4.6

87.2

55.0

25.6

6.1

84.9

64.0

18.6

4.3

86.0

64.9

20.0

5.4

86.4

62.6

22.0

5.1

79.1

67.1

19.8

3.7

78.1

69.8

20.6

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ウイルス感染

個人情報の漏洩

詐欺による被害

その他

全体(N=1790)

10代(n=89)

20代(n=363)

30代(n=430)

40代(n=353)

50代(n=320)

60代以上(n=238)



3.2.2 情報セキュリティに対する考え（1）

• 回答者全員に情報セキュリティに対する意識について尋ねた。

• 全体では「非常に重要である」が55.7％と最も多く、次いで「まあ重要である」が41.3％。
• 情報セキュリティに対する意識について、過去調査の類似設問と参考比較を行った。半年前の前回

（2007年7月）調査時と比較すると、情報セキュリティに対する意識として「非常に重要である」が1.9ポイ
ント、「まあ重要である」が0.6ポイントと、微増ではあるが、回答比率が高まっている。（ただし、今回の調査では、
「自宅にネット接続PCを保有する人」に対象者を限定しているため、数値は参考とされたい。）

• 前々回（2007年3月）調査時とは設問形式が同一でないため単純比較はできないが、「非常に重要」とい
う意識が1年前よりも徐々に浸透してきている様子がうかがえる。
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情報セキュリティに対する意識
［回答者全体］

42.9

53.1

3.3

0.6

53.8 

40.7 

4.9 

0.6 

55.7

41.3

2.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

非常に重要である

まあ重要である

あまり重要ではない

全く重要ではない

2007年3月調査(N=5316)

2007年7月調査(N=5160)

2008年1月調査(N=5148)

情報セキュリティに対する意識
［経年比較］

※ 2007年3月調査では、「非常に重要である」「重要である」「重要ではない」「全く重要で
はない」として尋ねた。

55.7 41.3

2.6 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

非常に重要である まあ重要である あまり重要ではない 全く重要ではない



3.2.2 情報セキュリティに対する考え（2）

• ［年代別］では、10代で「非常に重要である」が40.1％と最も少なくなっており、「まあ重要である」が過半
数を占める。情報セキュリティに対する意識は、年代が上がるほど高まる傾向にあるが、40代をピークに、
以降は鈍化する。

• 前回2007年7月調査時と比較すると、前回は10代の情報セキュリティに対する意識の低さが他の年代よ
りも目立ったが、今回は「非常に重要である」が2.1ポイント増、「まあ重要である」が2.8ポイント増、「あま
り重要ではない」が4ポイント減、「全く重要ではない」が0.9ポイント減と、微増ではあるが、10代における
情報セキュリティに対する意識がやや高くなっている。（ただし、今回の調査では、「自宅にネット接続PC
を保有する人」に対象者を限定しているため、数値は参考とされたい。）
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情報セキュリティに対する意識
［年代別／2007年7月調査］

情報セキュリティに対する意識
［年代別］

55.7

40.1

49.8

55.6

61.4

61.0

59.7

41.3

54.5

46.7

41.3

36.2

36.6

37.8

2.6

4.8

3.1

2.5

1.7

2.4

2.4

0.5

0.6

0.5

0.7

0.6

0.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

非常に重要である まあ重要である あまり重要ではない 全く重要ではない

53.8

38.0

45.9

53.6

59.0

61.0

59.4

40.7

51.7

46.8

41.6

37.7

34.3

35.5

4.9

8.8

6.8

4.2

2.6

4.2

4.6

0.6

1.4

0.6

0.6

0.7

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5160)

10代(n=425)

20代(n=1031)

30代(n=1224)

40代(n=915)

50代(n=885)

60代以上(n=682)

非常に重要である まあ重要である あまり重要ではない 全く重要ではない



3.2.2 情報セキュリティに対する考え（3）

• ［職業別］では、「医者・弁護士等、専門職」での意識が最も高くなっており、「非常に重要である」は
71.5％、重要でない（「あまり重要でない」＋「全く重要でない」）と回答した人は皆無であった。

• 「会社員・公務員・教員（情報システム及び通信関係の技術者・研究者）」、「経営者・役員」で「非常に重
要である」と回答した人は6割を超えており、情報セキュリティに対する意識の高い層といえる。

• 約1年前の2007年3月調査時と比較すると、「非常に重要である」に対し、「医者・弁護士等、専門職」で
26.8ポイント増、「経営者・役員」で23.2ポイント増など、いずれも大幅に増加している。 （ただし、設問形
式が同一でないため参考値。）
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情報セキュリティに対する意識
［職業別］

情報セキュリティに対する意識
［職業別／2007年3月調査］

63.6

52.8

65.6

53.4

71.5

47.7

55.8

59.8

59.4

56.2

49.9

41.2

62.1 

31.2

43.9

31.5

43.1

28.5

49.0

41.1

37.8

38.4

41.1

46.1

53.9

36.6 

4.2

2.9

2.9

2.7

0.0

1.5

2.7

2.0

2.1

2.7

3.6

4.7

1.2 

1.0

0.4

0.0

0.8

0.0

1.7

0.4

0.4

0.2

0.0

0.4

0.2

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経営者･役員(n=107)

会社員･公務員･教員

(管理職)(n=362)

会社員･公務員･教員

(情報ｼｽﾃﾑおよび通信関係の技術者･研究者)(n=218)

会社員･公務員･教員

(情報ｼｽﾃﾑおよび通信関係の技術者･研究者以外)(n=1135)

医者･弁護士等､専門職(n=99)

契約社員/派遣社員(n=226)

自営業･自由業(n=457)

専業主婦(n=940)

家事手伝い･無職(n=271)

パート・アルバイト(n=563)

専門学校生･短大生･大学生･大学院性(n=383)

高校生(n=232)

その他(n=161)

非常に重要である まあ重要である あまり重要ではない 全く重要ではない

40.4

45.1

52.5

45.9

44.7

37.6

49.5

43.2

40.3

43.1

35.2

28.6

46.6

54.9

51.1

43.6

50.5

50.3

60.8

46.5

53.9

56.6

53.4

60.0

62.8

47.7

2.5

3.2

3.4

3.1

2.4

1.6

3.4

2.5

2.7

2.8

4.3

7.3

4.6

2.1

0.6

0.5

0.4

2.6

0.0

0.5

0.4

0.4

0.7

0.4

1.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経営者･役員(n=154)

会社員･公務員･教員

(管理職)(n=392)

会社員･公務員･教員

(情報ｼｽﾃﾑおよび通信関係の技術者･研究者)(n=230)

会社員･公務員･教員

(情報ｼｽﾃﾑおよび通信関係の技術者･研究者以外)(n=1089)

医者･弁護士等､専門職(n=96)

契約社員/派遣社員(n=227)

自営業･自由業(n=436)

専業主婦(n=942)

家事手伝い･無職(n=222)

パート・アルバイト(n=560)

大学生･大学院性(n=443)

高校生(n=342)

その他(n=183)

非常に重要である 重要である 重要ではない 全く重要ではない



3.2.3 情報セキュリティに関する言葉の認知度（1）

• 回答者全員に情報セキュリティに関する言葉について、聞いたことがあるものをすべて選んでもらった。

• 最も認知度が高いのは「コンピュータ・ウイルス」で、次いで「フィッシング詐欺」、「ワンクリック不正請求」、
「スパムメール」、「スパイウェア」が続き、いずれも8割を超える。「セキュリティホール（脆弱性）」の認知
度は64.8％であった。

• 「セキュリティ対策ソフトの押し売り行為」、「ボット」の認知度は2割前後と低い。「標的型（スピア型）攻
撃」については、認知度は12.0％と最も低かった。

• ［性別］では、言葉の認知度は総じて男性のほうが高い。特に、「ボット」、「標的型（スピア型）攻撃」の女
性の認知度は1割に満たず、極めて低い。
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情報セキュリティに関する言葉の認知度（複数回答）
［回答者全体］

情報セキュリティに関する言葉の認知度（複数回答）
［性別］

98.7

88.0

84.9

82.3

81.3

64.8

23.8

18.2

12.0

0.4

98.9

94.1

90.8

89.6

91.9

78.7

31.1

27.1

17.6

0.3

98.5

81.1

78.2

74.0

69.3

49.0

15.4

8.2

5.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コンピュータ・ウイルス

フィッシング詐欺

ワンクリック不正請求

スパムメール

スパイウェア

セキュリティホール（脆弱性）

セキュリティ対策ソフトの押し売り行為

ボット

標的型（スピア型）攻撃

ひとつも聞いたことがない

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

98.7

88.0

84.9

82.3

81.3

64.8

23.8

18.2

12.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コンピュータ・ウイルス

フィッシング詐欺

ワンクリック不正請求

スパムメール

スパイウェア

セキュリティホール（脆弱性）

セキュリティ対策ソフトの押し売り行為

ボット

標的型（スピア型）攻撃

ひとつも聞いたことがない

全体(N=5148)



3.2.3 情報セキュリティに関する言葉の認知度（2）

• ［年代別］では、「スパムメール」、「スパイウェア」、「セキュリティホール（脆弱性）」は、30代～40代をピー
クとし、年代が上がるにつれて言葉の認知度が下がる傾向にある。

• 全体的に認知度の低い「ボット」、「標的型（スピア型）攻撃」については、10代での認知度が最も高くなっ
ており、若年層ほど認知度が高い傾向にある。
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情報セキュリティに関する言葉の認知度（複数回答）
［年代別］

98.7

88.0

84.9

82.3

81.3

98.3

81.0

88.3

85.3

77.5

98.7

87.3

88.8

88.5

80.3

98.7

90.4

87.8

86.9

85.1

99.3

91.6

84.9

87.1

86.2

98.5

87.1

79.3

77.4

80.8

98.2

85.4

78.7

62.4

72.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コンピュータ・ウイルス

フィッシング詐欺

ワンクリック不正請求

スパムメール

スパイウェア

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

64.8

23.8

18.2

12.0

0.4

61.1

28.4

23.7

14.4

0.9

66.8

23.6

22.5

13.5

0.5

69.0

23.9

20.1

12.5

0.3

69.5

21.3

17.1

13.3

0.1

62.9

24.5

16.6

10.9

0.5

52.5

23.1

8.7

7.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セキュリティホール（脆弱性）

セキュリティ対策ソフトの押

し売り行為

ボット

標的型（スピア型）攻撃

ひとつも聞いたことがない

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)



3.2.3 情報セキュリティに関する言葉の認知度（3）

• ［インターネット利用開始時期別］にみると、早くからインターネットを使っていた層ほど言葉の認知度は
高く、比較的最近使い始めた層ほど認知度は低くなる傾向にある。
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情報セキュリティに関する言葉の認知度（複数回答）
［インターネット利用開始時期別］

98.7

88.0

84.9

82.3

81.3

99.1

91.4

87.6

89.6

87.2

99.4

90.9

87.6

89.6

86.5

98.7

87.5

84.7

80.2

79.9

98.1

85.8

82.1

75.2

78.0

97.1

77.7

77.1

63.7

64.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コンピュータ・ウイルス

フィッシング詐欺

ワンクリック不正請求

スパムメール

スパイウェア

全体(N=5148)

1997年以前(n=1636)

1998年～1999年(n=969)

2000年～2001年(n=1185)

2002年～2003年(n=747)

2004年以降(n=615)

64.8

23.8

18.2

12.0

0.4

74.9

30.8

23.8

16.1

0.4

71.2

25.2

21.1

13.9

0.2

61.0

19.6

16.0

10.2

0.2

55.4

16.8

13.3

7.3

0.3

46.2

19.4

9.2

7.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セキュリティホール（脆弱性）

セキュリティ対策ソフトの押し

売り行為

ボット

標的型（スピア型）攻撃

ひとつも聞いたことがない

全体(N=5148)

1997年以前(n=1636)

1998年～1999年(n=969)

2000年～2001年(n=1185)

2002年～2003年(n=747)

2004年以降(n=615)



3.2.3 情報セキュリティに関する言葉の認知度（4）

• 情報セキュリティに関する言葉の認知度について、過去調査の類似設問と参考比較を行った。（なお、前回
（2007年7月）、前々回（2007年3月）調査では、「聞いたことはあるが、内容は知らない」＋「聞いたこともあり、内容も知っている」を足
し上げて言葉の認知度としている。）

• 設問形式を変更した前々回（2007年3月）調査時に報告されていたように、事象の認知までを含めて尋
ねた設問形式よりも、単純に言葉の認知を尋ねた今回調査結果では、認知度が低く出ている。

• 同じ設問形式をとった2年前の2006年2月調査結果と比較すると、「フィッシング詐欺」は75.5％⇒88.0％、
「ワンクリック不正請求」は76.1％⇒84.9％、「ボット」は15.0％⇒18.2％と、それぞれ言葉の認知度は上
がっている。「セキュリティホール（脆弱性）」、「セキュリティ対策ソフトの押し売り行為」については、2年
前よりも若干認知度が下がっている。
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情報セキュリティに関する言葉の認知度
［経年比較］

98.7 

74.6 

78.9 

50.6 

12.8 

97.8 

75.5 

76.1 

82.7 

63.6 

27.2 

15.0 

97.8 

87.9 

89.3 

86.5 

88.7 

79.4 

50.5 

35.5 

99.1 

91.3 

92.2 

88.6 

88.4 

82.8 

54.1 

39.4 

34.2 

98.7

88.0

84.9

82.3

81.3

64.8

23.8

18.2

12.0

0.4

0 20 40 60 80 100

コンピュータ・ウイルス

フィッシング詐欺

ワンクリック不正請求

スパムメール

スパイウェア

セキュリティホール（脆弱性）

セキュリティ対策ソフトの押し売り行為

ボット

標的型（スピア型）攻撃

ひとつも聞いたことがない

(% )

2006年2月調査(N=5142)

2006年11月調査(N=5316)

2007年3月調査(N=5316)

2007年7月調査(N=5160)

2008年1月調査(N=5148)



3.2.4 情報セキュリティに関する事象の理解度（1）

• 情報セキュリティに関する9つの事象のうち、言葉の認知、事象の認知、及び、正誤問題の正答数に基
づいて、全回答者の理解度を4分類した。

• 情報セキュリティの脅威に対する認知・理解状況を尋ねたところ、最も理解度が高かったのは、「ワンク
リック不正請求」で全体の66.2％が事象を正しく理解している。次いで、「コンピュータ・ウイルス」61.9％、
「フィッシング詐欺」50.8％が続く。

• 言葉の認知度がほぼ100％に近い「コンピュータ・ウイルス」の正しい理解度は全体の6割にとどまり、理
解不足者が全体の2割に上っている。
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情報セキュリティに関する事象の理解度
［回答者全体］

（N=5148）

61.9

46.6

32.0

50.8

39.2

9.0

66.2

13.7

4.0

23.6

9.5

11.6

17.9

12.2

2.9

10.1

2.6

2.5

13.1

26.2

21.2

19.3

30.0

6.3

8.6

7.5

5.6

1.3

17.7

35.2

12.0

18.7

81.8

15.1

76.2

88.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コンピュータ・ウイルス

スパムメール

セキュリティホール（脆弱性）

フィッシング詐欺

スパイウェア

ボット

ワンクリック不正請求

セキュリティ対策ソフトの押し売り行為

標的型（スピア型）攻撃

理解（全問正解） 理解不足（不正解あり） 認知（事象を知らない） 未認知（言葉を知らない）



3.2.4 情報セキュリティに関する事象の理解度（2）

• 情報セキュリティに関する各事象について「知っている」と回答した人に、その事象に関連する記述を3つ
示して正誤判定をしてもらった。各記述の正答率は以下の通り。文末の（○）（×）は正誤の回答を示す。

• 「コンピュータ・ウイルス」については、セキュリティ対策ソフトのインストールを有効な対策と言及する設
問の正答率が8割にとどまっている。感染経路にWebページは含まれないと誤答する人は1割に上る。

• 「スパムメール」については、正答者率が83.0％と比較的高かった。スパムの可能性のあるメールに対し
ても送信停止依頼（返信）をした方がよいと誤答した人が1割を超えている。
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情報セキュリティに関する事象の理解度－正誤問題の正答率
［各事象の認知者全体］

＜コンピュータ・ウイルス＞

＜スパムメール＞

【コンピュータ・ウイルス】正誤
単一回答 Ｎ ％

正答者 3189 72.4
非正答者 1214 27.6
全体 4403 100.0

【スパムメール】正誤
単一回答 Ｎ ％

正答者 2397 83.0
非正答者 491 17.0
全体 2888 100.0

（N=4403）

（N=2888）

正誤問題の正答者率
［各事象の認知者全体］

正誤問題の正答者率
［各事象の認知者全体］

82.6 

97.7 

90.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セキュリティ対策ソフトをパソコンにインストールして

いれば、ウイルス感染を防ぐのに有効である（○）

不審なファイルが添付されたメールが届いた場合

は、ファイルを開いて内容を確認した方がよい（×）

ウイルスは主にメールの添付ファイルによって感染

するので、Webページを閲覧しただけでは感染する

ことはない（×）

87.3 

96.4 

97.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

心当たりのないメールや不審なメールには、送信停

止の依頼を返信した方がよい（×）

プロバイダの中にはスパムメール（迷惑メール）の

送受信を防止（あるいは迷惑メールをフィルタリン

グ）するサービスを提供する事業者がある（○）

スパムメールの本文には、ウイルス等の不正プログ

ラムが仕込まれたWebサイトへリンクされている場

合があるので、十分注意した方がよい（○）



3.2.4 情報セキュリティに関する事象の理解度（3）

• 情報セキュリティに関する各事象について「知っている」と回答した人に、その事象に関連する記述を3つ
示して正誤判定をしてもらった。各記述の正答率は以下の通り。文末の（○）（×）は正誤の回答を示す。

• 「セキュリティホール（脆弱性）」については、常にOSを最新の状態にしておく手段への正答率が高かった。
• 「フィッシング詐欺」については、定義に関する設問と、被害に遭わないための日頃の心がけに言及した

設問への正答率がいずれも高かったが、唯一、偽サイトを見破るための対策に言及した設問への正答
率が8割を下回った。
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情報セキュリティに関する事象の理解度－正誤問題の正答率
［各事象の認知者全体］

＜セキュリティホール（脆弱性）＞

＜フィッシング詐欺＞

【セキュリティホール（脆弱性）】
正誤
単一回答 Ｎ ％

正答者 1646 73.3
非正答者 598 26.7
全体 2245 100.0

【フィッシング詐欺】正誤
単一回答 Ｎ ％

正答者 2615 73.9
非正答者 922 26.1
全体 3537 100.0

（N=2245）

（N=3537)

正誤問題の正答者率
［各事象の認知者全体］

正誤問題の正答者率
［各事象の認知者全体］

89.0 

83.6 

95.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セキュリティホールとは、WindowsやMacなどのOSに

のみ発見されるものである（×）

セキュリティホールがあると、メールを開いただけ、

ネットにつないだだけでウイルスに感染する可能性

がある（○）

セキュリティホールを解消するには、Microsoft 

Updateなどを利用して常にパソコンを最新の状態に

しておく必要がある（○）

98.1 

76.5 

96.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フィッシング詐欺とは、金融機関などを装ったメール

を送り、偽サイトへのリンクを貼り付けて誘い出し、

クレジットカード番号やパスワードなどを騙し取る行
為である（○）

偽サイトを見破るための最低限の対策は、アドレス

バーのURLや鍵マーク（サイトの証明書）を確認す

ることである（○）

フィッシング詐欺を仕掛けてくる偽メールに騙されな

いためには、むやみにメールを信用しない、リンクを

簡単にクリックしない、など日頃の心がけが大切で
ある（○）



3.2.4 情報セキュリティに関する事象の理解度（4）

• 情報セキュリティに関する各事象について「知っている」と回答した人に、その事象に関連する記述を3つ
示して正誤判定をしてもらった。各記述の正答率は以下の通り。文末の（○）（×）は正誤の回答を示す。

• 「スパイウェア」については、定義に関する設問への正答率はいずれも高かったが、被害予防策への正
答率は8割にとどまる。

• 「ボット」については、感染時の現象に対する正答率が高かった。
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情報セキュリティに関する事象の理解度－正誤問題の正答率
［各事象の認知者全体］

＜スパイウェア＞

＜ボット＞

【スパイウェア】正誤
単一回答 Ｎ ％

正答者 2016 76.3
非正答者 628 23.7
全体 2643 100.0

【ボット】正誤
単一回答 Ｎ ％

正答者 463 75.5
非正答者 151 24.5
全体 614 100.0

（N=2643）

（N=614）

正誤問題の正答者率
［各事象の認知者全体］

正誤問題の正答者率
［各事象の認知者全体］

93.3 

95.8 

83.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スパイウェアとは、ネットカフェなどのパソコンに仕掛

けられて、他の利用者の記録を盗むもので、自宅の

パソコンなどにはあまり侵入しない（×）

スパイウェアとは、利用者の個人情報等を収集し、

外部に送信するプログラムである（○）

ポップアップ画面や確認メッセージ上にあるボタンを

クリックすることにより、スパイウェアが侵入すること

があるので、不審なメッセージが表示されたらブラウ
ザごと閉じるべきである（○）

87.7 

87.6 

98.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ボットに感染したら、パソコン自体が勝手に動くので

すぐに感染したことがわかる（×）

ボットは、ファイル交換ソフトやインスタントメッセン

ジャーなどの利用で感染することが多く、メールなど

では感染することは少ない（×）

ボットに感染すると、自分のパソコンが操られて、迷

惑メールを勝手に送信したり、DoS攻撃（特定のサ

イトへのサービス妨害）などを行ってしまうことがあ
る（○）



3.2.4 情報セキュリティに関する事象の理解度（5）

• 情報セキュリティに関する各事象について「知っている」と回答した人に、その事象に関連する記述を3つ
示して正誤判定をしてもらった。各記述の正答率は以下の通り。文末の（○）（×）は正誤の回答を示す。

• 「ワンクリック不正請求」については、正答者率が86.7％と高かった。不正請求に対し、取り消しを求める
連絡をすべきと誤答する人が約1割みられる。

• 「セキュリティ対策ソフトの押し売り行為」については、正答者率が83.9％と比較的高かった。唯一、被害
遭遇時の現象に対する正答率が9割を下回った。
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情報セキュリティに関する事象の理解度－正誤問題の正答率
［各事象の認知者全体］

＜ワンクリック不正請求＞

＜セキュリティ対策ソフトの押し売り行為＞

【ワンクリック不正請求】正誤
単一回答 Ｎ ％

正答者 3406 86.7
非正答者 522 13.3
全体 3928 100.0

【セキュリティ対策ソフトの押し売
り行為】正誤
単一回答 Ｎ ％

正答者 704 83.9
非正答者 135 16.1
全体 838 100.0

（N=3928）

（N=838）

正誤問題の正答者率
［各事象の認知者全体］

正誤問題の正答者率
［各事象の認知者全体］

98.4 

96.7 

90.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ワンクリック不正請求は、ウェブページへのアクセス

や、画像等をクリックしただけで料金等を請求される

詐欺のことである（○）

ワンクリック不正請求は、アダルトサイトでのみ行わ

れる（×）

自分が意図しない請求書が表示された場合、すぐに

請求書に記載された連絡先に取り消しを求める連

絡をすべきである（×）

98.4 

95.8 

87.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セキュリティ対策ソフトの押し売り行為では、「あなたのパ

ソコンがウイルスに感染しているので、セキュリティ対策ソ

フトをダウンロードすることをお薦めします」等といって、不
正プログラムをダウンロード・購入させるものがある（○）

ホームページ閲覧中に「あなたのパソコンがウイルスに

感染しています」といった内容のメッセージが表示された

ら、すぐにクリックして確認すべきである（×）

偽のセキュリティ対策ソフトをインストールしてしまうと、ク

レジットカード番号の入力を求めるポップアップ画面が繰

り返し表示されることが多い（○）



3.2.4 情報セキュリティに関する事象の理解度（6）

• 情報セキュリティに関する各事象について「知っている」と回答した人に、その事象に関連する記述を3つ
示して正誤判定をしてもらった。各記述の正答率は以下の通り。文末の（○）（×）は正誤の回答を示す。

• 「標的型（スピア型）攻撃」については、正答者率が9つの事象の中で最も低く、61.5％であった。定義に
関する設問への正答率は高いが、セキュリティ対策ソフトでも検知されない等、防御策の難しさに言及し
た設問への正答率はいずれも8割前後にとどまる。
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情報セキュリティに関する事象の理解度－正誤問題の正答率
［各事象の認知者全体］

＜標的型（スピア型）攻撃＞

【標的型（スピア型）攻撃】正誤
単一回答 Ｎ ％

正答者 205 61.5
非正答者 128 38.5
全体 333 100.0

（N=333）

正誤問題の正答者率
［各事象の認知者全体］

91.3 

82.4 

79.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

標的型（スピア型）攻撃とは、特定の組織やユーザーを

狙い、メールを利用してウイルスを送りつけたり、フィッ

シングを仕掛けるものであり、狙った組織やユーザーの
情報を盗み出すことが目的であることが多い（○）

標的型（スピア型）攻撃では、メールの差出人のアドレ

スや本文の内容に疑わしい要素を見つけにくいので、

防御が難しい（○）

標的型（スピア型）攻撃は、セキュリティ対策ソフトで検

知されないことが多い（○）



3.2.4 情報セキュリティに関する事象の理解度（7）

• 「コンピュータ・ウイルス」、「スパムメール」に関する正誤問題の正答率について、2006年2月調査の同一
設問と参考比較を行った。

• 「コンピュータ・ウイルス」では、 2年前の調査と比べて各設問の正答率にほとんど変動がみられなかっ
た。

• 「スパムメール」では、注意喚起に言及した設問で、正答率が67.1％⇒97.3％に大幅に上昇した。本調査
では、設問文に対する誤解が生じないよう文章を一部修正したため、これによる影響と考えられる。
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情報セキュリティに関する事象の理解度－正誤問題の正答率
［各事象の認知者全体／2006年2月調査との比較］

＜コンピュータ・ウイルス＞ ＜スパムメール＞

82.6 

97.7 

90.0 

82.6 

98.0 

91.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セキュリティ対策ソフトをパソコンにインストール

していれば、ウイルス感染を防ぐのに有効である

（○）

不審なファイルが添付されたメールが届いた場

合は、ファイルを開いて内容を確認した方がよい

（×）

ウイルスは主にメールの添付ファイルによって感

染するので、Webページを閲覧しただけでは感染

することはない（×）

2008年1月調査(N=4403) 2006年2月調査（N=4036）

87.3 

96.4 

97.3 

88.6 

95.5 

67.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

心当たりのないメールや不審なメールには、送

信停止の依頼を返信した方がよい（×）

プロバイダの中にはスパムメール（迷惑メール）

の送受信を防止（あるいは迷惑メールをフィルタ

リング）するサービスを提供する事業者がある
（○）

スパムメールの本文には、ウイルス等の不正プ

ログラムが仕込まれたWebサイトへリンクされて

いる場合があるので、十分注意した方がよい
（○）

2008年1月調査(N=2888) 2006年2月調査（N=2538）

※「セキュリティ対策ソフト」：2006年2月調査では、「ウイルス対策ソフト」として尋ねた。
（以下は同文）

※

※「スパムメールの本文には」：2006年2月調査では、「スパムメールを開いただけでは
ウイルス感染しないが」として尋ねた。（以下は同文）

※



3.2.4 情報セキュリティに関する事象の理解度（8）

• 「セキュリティホール（脆弱性）」、「フィッシング詐欺」に関する正誤問題の正答率について、2006年2月調
査の同一設問と参考比較を行った。

• 「セキュリティホール（脆弱性）」では、現象に対する正答率が75.4％⇒83.6％と8.2ポイント上昇している。
• 「フィッシング詐欺」では、被害予防策に言及した設問で、正答率が29.7％⇒76.5％に大幅に上昇した。

本調査では、設問文に対する誤解が生じないよう文章を一部修正したため、これによる影響と考えられ
る。
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情報セキュリティに関する事象の理解度－正誤問題の正答率
［各事象の認知者全体／2006年2月調査との比較］

＜セキュリティホール（脆弱性） ＞ ＜フィッシング詐欺＞

※2006年2月調査では、「フィッシング」として尋ねた。
※※2006年2月調査の「偽サイトは、アドレスバーのURLや鍵マーク（サイトの証明書）
を確認すればほとんど見破ることができる」から表現を変えた。
※※※「フィッシング詐欺を仕掛けてくる偽メールに騙されないためには」：2006年2月調
査では、「フィッシングを仕掛けてくる偽メールは、ウイルス対策ソフトでも検出されない
ケースがほとんどなので」として尋ねた。（以下は同文）

83.6 

95.9 

75.4 

97.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セキュリティホールがあると、メールを開いただ

け、ネットにつないだだけでウイルスに感染する

可能性がある（○）

セキュリティホールを解消するには、Microsoft 

Updateなどを利用して常にパソコンを最新の状

態にしておく必要がある（○）

2008年1月調査(N=2245) 2006年2月調査（N=1974）

98.1 

76.5 

96.8 

98.3 

29.7 

96.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フィッシング詐欺とは、金融機関などを装ったメー

ルを送り、偽サイトへのリンクを貼り付けて誘い

出し、クレジットカード番号やパスワードなどを騙
し取る行為である（○）

偽サイトを見破るための最低限の対策は、アドレ

スバーのURLや鍵マーク（サイトの証明書）を確

認することである（○）

フィッシング詐欺を仕掛けてくる偽メールに騙さ

れないためには、むやみにメールを信用しない、

リンクを簡単にクリックしない、など日頃の心がけ
が大切である（○）

2008年1月調査(N=3537) 2006年2月調査（N=2653）

※※※

※

※※

（注）2006年2月調査において正答率が低かった設問の内容を変更している。
（2006年2月調査）
「セキュリティホールとは、パソコンへの不正アクセスを目的に仕掛けられ、特定のポート
を開いて外部からインターネットを通じてパソコンに侵入する仕組みである（×）」
正答率は34.1％
（2008年1月調査）
「セキュリティホールとは、WindowsやMacなどのOSにのみ発見されるものである（×）」
正答率は89.0％



3.2.4 情報セキュリティに関する事象の理解度（9）

• 「スパイウェア」、「ボット」に関する正誤問題の正答率について、2006年2月調査の同一設問と参考比較
を行った。

• 「スパイウェア」では、被害予防策への正答率が66.7％⇒83.8％に上昇している。
• 「ボット」では、2年前と比べて、すべての設問に対する正答率が2～6ポイントとわずかに上昇している。
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情報セキュリティに関する事象の理解度－正誤問題の正答率
［各事象の認知者全体／2006年2月調査との比較］

＜スパイウェア＞ ＜ボット＞

93.3 

95.8 

83.8 

95.5 

94.6 

66.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スパイウェアとは、ネットカフェなどのパソコンに

仕掛けられて、他の利用者の記録を盗むもの

で、自宅のパソコンなどにはあまり侵入しない
（×）

スパイウェアとは、利用者の個人情報等を収集

し、外部に送信するプログラムである（○）

ポップアップ画面や確認メッセージ上にあるボタ

ンをクリックすることにより、スパイウェアが侵入

することがあるので、不審なメッセージが表示さ
れたらブラウザごと閉じるべきである（○）

2008年1月調査(N=2643) 2006年2月調査（N=2539）

87.7 

87.6 

98.1 

82.7 

81.7 

96.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ボットに感染したら、パソコン自体が勝手に動く

のですぐに感染したことがわかる（×）

ボットは、ファイル交換ソフトやインスタントメッセ

ンジャーなどの利用で感染することが多く、メー

ルなどでは感染することは少ない（×）

ボットに感染すると、自分のパソコンが操られて、

迷惑メールを勝手に送信したり、DoS攻撃（特定

のサイトへのサービス妨害）などを行ってしまうこ
とがある（○）

2008年1月調査(N=614) 2006年2月調査（N=399）

※「～不審なメッセージが表示されたらブラウザごと閉じるべきである」：2006年2月調査で
は、「～不審なものは右上の［×］ボタンで終了するとよい」として尋ねた。（その他は同文）

※



3.2.4 情報セキュリティに関する事象の理解度（10）

• 「ワンクリック不正請求」、「セキュリティ対策ソフトの押し売り行為」に関する正誤問題の正答率について、
2006年11月調査の同一設問と参考比較を行った。

• 「ワンクリック不正請求」では、定義に関する設問への正答率が3ポイントと、わずかに上昇している。
• 「セキュリティ対策ソフトの押し売り行為」では、定義に関する設問のみ経年比較を行った。正答率は5ポ

イント近く上昇している。
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情報セキュリティに関する事象の理解度－正誤問題の正答率
［各事象の認知者全体／2006年11月調査との比較］

＜ワンクリック不正請求＞ ＜セキュリティ対策ソフトの押し売り行為＞

98.4 

96.7 

95.3 

97.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ワンクリック不正請求は、ウェブページへのアク

セスや、画像等をクリックしただけで料金等を請

求される詐欺のことである（○）

ワンクリック不正請求は、アダルトサイトでのみ

行われる（×）

2008年1月調査(N=3928) 2006年11月調査(N=3549)

98.4 

93.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セキュリティ対策ソフトの押し売り行為では、「あ

なたのパソコンがウイルスに感染しているので、

セキュリティ対策ソフトをダウンロードすることを
お薦めします」等といって、不正プログラムをダウ

ンロード・購入させるものがある（○）

2008年1月調査(N=838) 2006年11月調査(N=874)

（注）2006年11月調査において正答率が低かった設問の内容を変更している。
（2006年11月調査）
「ワンクリック不正請求には、ウイルスなどの悪意あるプログラムがインストールされ、デ
スクトップ上に料金請求の画面を表示するものがある（○）」
正答率は39.1％
（2008年1月調査）
「自分が意図しない請求書が表示された場合、すぐに請求書に記載された連絡先に取り
消しを求める連絡をすべきである（×）」
正答率は90.3％

（注）2006年11月調査の設問内容を見直し、2問内容を変更している。
（2006年11月調査）
「正規のセキュリティ対策ソフトメーカーは、『あなたのパソコンがウイルスに感染している
ので、セキュリティ対策ソフトをダウンロードすることをお薦めします。』等の脅しのメッ
セージを一方的に送りつけることはない（○）」
正答率は42.7％
「『あなたのパソコンがウイルスに感染しているので、セキュリティ対策ソフトをダウンロー
ドすることをお薦めします。』等のメッセージが表示された場合は、一旦ダウンロードを実
施すれば、二度と購入を促されることはない（×）」
正答率は98.5％
（2008年1月調査）
「ホームページ閲覧中に「あなたのパソコンがウイルスに感染しています」といった内容
のメッセージが表示されたら、すぐにクリックして確認すべきである（×）」
正答率は95.8％
「偽のセキュリティ対策ソフトをインストールしてしまうと、クレジットカード番号の入力を求
めるポップアップ画面が繰り返し表示されることが多い（○）」
正答率は87.9％



3.3. 情報セキュリティに対する行動実態
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3.3.1 情報セキュリティに関する被害状況（1）

• 回答者全員に情報セキュリティに関する被害経験について尋ねた。

• 「全く知らない差出人から大量にメールが送られてきた」が最も多く、回答者全員のおよそ3分の1が経験
している。

• 「HP閲覧中に、契約した覚えのない料金の支払いを要求するメッセージが表示された」、「覚えのない料
金の支払いを要求するメールが送られてきた」という経験がある人は、それぞれ10.6％、8.3％であった。
前回2007年7月調査時と比較すると、それぞれ微増している。
（ただし、今回の調査では、「自宅にネット接続PCを保有する人」に対象者を限定しているため、数値は参考とされたい。）
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情報セキュリティに関する被害状況
［回答者全体］

情報セキュリティに関する被害状況
［回答者全体／2007年7月調査］

31.1

15.4

10.6

8.3

5.1

3.6

1.6

1.0

0.5

0.2

0.9

54.5

0% 20% 40% 60%

全く知らない差出人から大量にメールが送られて

きた

コンピュータ・ウイルスに感染した（感染後にセ

キュリティ対策ソフトが検出したケースを含む）

HP閲覧中に、契約した覚えのない料金の支払を

要求するメッセージが表示された

覚えのない料金の支払いを要求するメールが送

られてきた

メールに記載されたURLをクリックしたら、個人情

報の入力を求めるウェブページが表示された

個人情報流出の被害にあったことがある

パソコンのシステムやファイルが書き換えられた

り、削除された

知らない間に自分のパソコンから他者へメールを

送信していた

個人情報を流出させてしまったことがある

知らない間に銀行口座からお金が引き出された

上記以外の被害

被害にあったことはない／わからない

全体(N=5148)

24.5 

17.3 

8.7 

6.3 

5.6 

4.5 

1.9 

1.2 

0.5 

0.4 

0.7 

57.8 

0% 20% 40% 60%

全く知らない差出人から大量にメールが送られて

きた

コンピュータ・ウイルスに感染した（感染後にセ

キュリティ対策ソフトが検出したケースを含む）

HP閲覧中に、契約した覚えのない料金の支払を

要求するメッセージが表示された

覚えのない料金の支払いを要求するメールが送

られてきた

メールに記載されたURLをクリックしたら、個人情

報の入力を求めるウェブページが表示された

個人情報流出の被害にあったことがある

パソコンのシステムやファイルが書き換えられた

り、削除された

知らない間に自分のパソコンから他者へメールを

送信していた

個人情報を流出させてしまったことがある

知らない間に銀行口座からお金が引き出された

上記以外の被害

被害にあったことはない／わからない

全体(N=5160)



3.3.1 情報セキュリティに関する被害状況（2）

• 「HP閲覧中に、契約した覚えのない料金の支払いを要求するメッセージが表示された」、「覚えのない料
金の支払いを要求するメールが送られてきた」という経験がある人に、実際に支払いをした経験の有無
を尋ねた。

• 料金支払い要求メッセージの表示経験者及び支払要求メール受信経験者は754名（実数）であったが、
そのうち、実際に支払いを行った人は20名（実数）であった。
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情報セキュリティに関する被害状況（支払経験の有無）
［料金支払い要求メッセージ表示経験者 及び

支払い要求メール受信経験者］
（ウェイトバック無、実数）

Q29で、「HP閲覧中に、契約した覚えのな
い料金の支払を要求するメッセージが表
示された」または、
「覚えのない料金の支払いを要求する
メールが送られてきた」経験があるとお答
えの方にお尋ねします。

そのようなメッセージやメールを受け取っ
た際に、実際に支払いをされた経験はあ
りますか。
単一回答 Ｎ ％

支払を行った経験がある 20 2.7
支払を行った経験はない 734 97.3
全体 754 100.0

（n=754）



3.3.1 情報セキュリティに関する被害状況（3）

• 回答者全員に迷惑メール受信経験について尋ねた。

• 「迷惑メールを受信することがある」は81.6％、「受信することはない」は18.4％であった。
• 前回2007年7月調査時と比較すると大きく増加しているが、これは、今回の調査では「自宅にネット接続

PCを保有する人」に対象者を限定したことが影響していると思われる。
• 「迷惑メールを受信することがある」人に、1週間あたりの受信通数を尋ねたところ、「10通以下」が31.6％

で最も多い。週に「50通以上」受信する人も38.0％と、受信通数は分散している。
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81.6 18.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

迷惑メールを受信することがある 迷惑メールを受信することはない

迷惑メール受信経験
［回答者全体］

PCでの迷惑メール受信経験
［回答者全体／2007年7月調査］

1週間あたりでの迷惑メール受信通数
［迷惑メール受信経験者］

31.6

12.3

8.6

9.4

12.7

10.2

7.8

4.4

2.9

0% 20% 40%

10通以下

11～20通

21～30通

31～50通

51～100通

101～200通

201～500通

501～1000通

1001通以上

全体(N=4200)

68.5 31.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5160)

迷惑メールを受信することがある 迷惑メールを受信することはない



3.3.1 情報セキュリティに関する被害状況（4）

• 回答者全員にインターネット利用中にセキュリティ対策ソフトのダウンロード要請メッセージが表示された
経験の有無、また、その際のダウンロード及び購入経験の有無について尋ねた。

• 「メッセージが表示された経験がある」は、全体の32.5％。「ダウンロード及び購入した」人は全体の4.2％
であった。

• なお、 「メッセージが表示された経験がある」人のうち、 「ダウンロード及び購入した」人は12.8％であっ
た。
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セキュリティ対策ソフトの押し売り行為遭遇経験
［回答者全体］

4.2 28.3 67.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

メッセージが表示されたことがあり、その対策ソフトをダウンロードしたり、購入したことがある

メッセージが表示されたことはあるが、その対策ソフトをダウンロードしたり、購入したことはない

メッセージが表示されたことはない

セキュリティ対策ソフトの押し売り行為被害経験
［メッセージ表示経験者］

12.8%

87.2%

メッセージが表示されたことがあ

り、その対策ソフトをダウンロード

したり、購入したことがある

メッセージが表示されたことはあ

るが、その対策ソフトをダウンロー

ドしたり、購入したことはない

（n=1672）



3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（1）

• 回答者全員に情報セキュリティ対策の実施状況について尋ねた。

• 最も実施率が高かったのは、「怪しいメール・添付ファイルの削除」で84.6％。次いで、「セキュリティ対策
ソフトの導入・活用」74.3％、「Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新」67.3％であった。

• 反対に、最も実施率が低いのは、「電子メールの暗号化ソフト等の利用」で16.0％、次いで「パスワードの
定期的な変更」が20.1％であった。

• このうち、「電子メールの暗号化ソフト等の利用」については、2007年3月調査時に「PGP等のメール暗号
化ソフトの利用」として尋ねたところ、実施率は全体の4.1％であった。このことから、具体的なソフト名を
明記せず尋ねると、実際には暗号化ソフトを利用していない人の誤解を含んだ回答率となることが考え
られるため、本調査では、具体的に何を利用しているかを尋ねた。その結果を次頁に示す。
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情報セキュリティ対策の実施状況
［回答者全体］

67.3 

74.3 

20.1 

84.6 

16.0 

43.6 

45.0 

4.0 

5.5 

19.5 

2.9 

11.2 

18.5 

16.5 

14.6 

13.3 

55.4 

7.6 

59.5 

31.1 

30.5 

14.1 

6.9 

5.0 

4.9 

13.2 

6.8 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新

セキュリティ対策ソフトの導入・活用

パスワードの定期的な変更

怪しいメール・添付ファイルの削除

電子メールの暗号化ソフト等の利用

パソコンの重要なデータのバックアップ

不要になった自宅パソコンのデータ消去

実施している 実施していないが今後はする予定 実施していない わからない

（n=5148）



3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（2）
• 「電子メールの暗号化ソフト等の利用」に対して「実施している」と回答した人に、具体的に何を利用して

いるか尋ねたところ、「PGP*」、「S／MIME*」、「その他暗号化ソフト製品」等、暗号化ソフトの利用者は
それぞれ1割前後と少ない。

• 最も多いのは「SSL*暗号化に対応したWebメールを利用」で70.4％に上っている。回答者に「電子メール
の暗号化」を想起させる多くのケースは、ソフトの利用よりもSSL暗号化の利用であることがうかがえる。

• その他、「Word・Excelなどのファイル・ZIPファイルのパスワード設定」を行い、メール添付することを「電
子メールの暗号化」と捉える人が2割に上っている。

• 「電子メールの暗号化ソフト等の利用」 を「実施している」と回答した人のうち、「SSL暗号化に対応した
Webメールを利用」、「Word・Excelなどのファイル・ZIPファイルのパスワード設定」、「その他」のいずれ
かに回答し、いずれの暗号化ソフトも利用していない人を除くと、回答者全体に占める「電子メールの暗
号化ソフトの利用者」は、4.4％であった。

54

利用している電子メールの暗号化ソフト等
［電子メールの暗号化ソフト等利用者］

70.4

20.5

12.9

10.2

6.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

SSL暗号化に対応したWebメールを利用

Word・ExcelなどのファイルやZIPファイルに

パスワードを設定して添付ファイルで送信

その他暗号化ソフト製品を利用

PGPを利用

S/MIMEを利用

その他

全体(N=825)

注：Webメール利用時のSSL暗号化は、
クライアントパソコンとサーバー間の、ブラ
ウザでの通信を暗号化しているのみである。
よって、送信先に届くまでの経路すべてを
暗号化しているわけではないので、電子
メールの暗号化とは異なる。

* PGP（Pretty Good Privacy）：暗号化ソフトウェア
S/MIME（Secure Multipurpose Internet Mail Extensions）：電子メールの暗号化方式の標準
SSL（Secure Socket Layer）：インターネット上で情報を暗号化して送受信する方式



3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（3）

• 情報セキュリティ対策の実施状況を［性別］にみると、いずれの情報セキュリティ対策も男性のほうが実
施率が高い。

• 特に、「Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新」、「セキュリティ対策ソフトの導入・活用」、
「パソコンの重要なデータのバックアップ」、「不要になったパソコンのデータ消去」は、男性での実施率は
高く、女性では実施しているかどうか「わからない」という人が多い傾向にある。

• 「電子メールの暗号化ソフト等の利用」は、女性で実施しているどうか「わからない」人が2割と男性
（6.2％）に比べて多い。
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情報セキュリティ対策の実施状況
［性別］

[比率の差]

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

67.3 4.0 14.6 14.1 74.3 5.5 13.3 6.9 20.1 19.5 55.4 5.0

男性(n=2728) 80.3 3.0 10.8 5.8 81.3 4.3 11.9 2.5 21.6 20.1 56.1 2.3

女性(n=2420) 52.6 5.2 18.9 23.4 66.3 6.7 15.0 12.0 18.5 18.9 54.6 8.0

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

84.6 2.9 7.6 4.9 16.0 11.2 59.5 13.2

男性(n=2728) 87.1 3.3 7.3 2.3 18.0 13.6 62.2 6.2

女性(n=2420) 81.7 2.4 8.0 7.9 13.7 8.6 56.6 21.1

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

43.6 18.5 31.1 6.8 45.0 16.5 30.5 8.0

男性(n=2728) 50.7 18.5 28.2 2.6 49.3 17.7 29.7 3.3

女性(n=2420) 35.6 18.5 34.4 11.5 40.2 15.2 31.3 13.3

性
別

【Microsoft Update等によるセキュリティ
パッチの更新】

【セキュリティ対策ソフトの導入・活用】 【パスワードの定期的な変更】

全体(N=5148)

全体(N=5148)

性
別

【怪しいメール・添付ファイルの削除】 【電子メールの暗号化ソフト等の利用】

全体(N=5148)

性
別

【パソコンの重要なデータのバックアップ】 【不要になった自宅パソコンのデータ消去】



3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（4）

• 情報セキュリティ対策の実施状況を［年代別］にみると、10代でいずれの対策についても他の年代に比
べて実施率が低く、実施しているかどうか「わからない」が高い傾向にある。

• 特に、「Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新」は、全体での実施率が7割近くと高いにも
かかわらず、10代では実施しているかどうか「わからない」が27.2％と3割近くおり、他の年代に比べて突
出している。
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情報セキュリティ対策の実施状況
［年代別］

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

67.3 4.0 14.6 14.1 74.3 5.5 13.3 6.9 20.1 19.5 55.4 5.0
10代(n=423) 54.1 5.5 13.2 27.2 61.9 7.1 13.2 17.8 12.6 12.5 63.1 11.9
20代(n=1028) 63.6 5.3 15.2 15.9 71.1 8.3 12.4 8.2 16.0 15.6 62.4 6.0
30代(n=1221) 71.2 3.1 13.6 12.1 77.7 4.7 11.9 5.6 21.6 19.5 55.0 3.9
40代(n=913) 73.5 3.5 12.8 10.2 79.9 4.1 11.5 4.5 23.8 20.4 52.5 3.3
50代(n=883) 68.8 3.8 15.0 12.4 76.4 3.8 14.5 5.3 22.7 22.0 50.8 4.4
60代以上(680) 63.7 3.9 18.4 14.0 70.2 5.3 18.3 6.2 20.2 25.4 50.4 3.9

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

84.6 2.9 7.6 4.9 16.0 11.2 59.5 13.2
10代(n=423) 73.0 3.8 12.7 10.5 13.6 8.4 52.0 26.0
20代(n=1028) 81.3 3.3 10.0 5.4 16.6 9.2 61.0 13.2
30代(n=1221) 88.9 1.8 5.6 3.8 13.8 12.0 61.4 12.7
40代(n=913) 88.4 2.7 5.6 3.3 18.0 11.9 59.2 10.8
50代(n=883) 86.2 2.9 6.5 4.4 19.2 11.0 59.2 10.6
60代以上(680) 81.7 3.8 8.9 5.6 13.8 14.0 59.4 12.8

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

実施して
いる

実施して
いないが
今後はす
る予定

実施して
いない

わからな
い

43.6 18.5 31.1 6.8 45.0 16.5 30.5 8.0
10代(n=423) 31.0 18.3 33.8 16.9 37.4 11.4 33.2 17.9
20代(n=1028) 39.5 18.5 34.7 7.3 43.4 14.1 34.1 8.3
30代(n=1221) 42.5 19.4 32.6 5.5 45.1 17.5 31.1 6.3
40代(n=913) 46.9 19.2 29.8 4.0 49.9 17.7 27.0 5.4
50代(n=883) 52.2 16.5 25.6 5.8 46.4 18.5 28.0 7.2
60代以上(680) 44.0 18.5 30.3 7.2 43.9 17.2 29.8 9.0

年
代
別

【Microsoft Update等によるセキュリティ
パッチの更新】

【セキュリティ対策ソフトの導入・活用】 【パスワードの定期的な変更】

全体(N=5148)

全体(N=5148)

年
代
別

【怪しいメール・添付ファイルの削除】 【電子メールの暗号化ソフト等の利用】

全体(N=5148)

年
代
別

【パソコンの重要なデータのバックアップ】 【不要になった自宅パソコンのデータ消去】

[比率の差]

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -5ﾎﾟｲﾝﾄ

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ



3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（5）

• 回答者全員にMicrosoft Update等、OSの自動アップデート機能について、知っているか尋ねた。
• 全体では、認知者は77.1％、非認知者が22.9％であった。
• ［性別］にみると、男性では認知者が9割近くに上るが、女性では6割にとどまる。女性のおよそ3人に1人

はOSの自動アップデート機能があることを知らない。
• ［年代別］では、30代～50代の認知者はおよそ8割に上る。10代の認知者は6割にとどまり、女性と同様、

10代のおよそ3人に1人はOSの自動アップデート機能があることを知らないと回答している。
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77.1

89.0

63.6

22.9

11.0

36.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

知っている 知らなかった

Microsoft Update等OSの自動アップデート機能の認知
［回答者全体］／［性別］

77.1

63.4

74.4

80.5

82.8

79.0

73.1

22.9

36.6

25.6

19.5

17.2

21.0

26.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

知っている 知らなかった

Microsoft Update等OSの自動アップデート機能の認知
［回答者全体］／［年代別］



3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（6）

• ［情報セキュリティ対策の実施状況別］にみると、「Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新」
を「実施している」人では、9割が自動アップデート機能を認知しているが、「実施していないが今後はす
る予定」の人では6割、「実施していない」人では半数を切っており、非実施者ほど認知率が低い。

• 「Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新」を実施しているかどうか「わからない」という人の
65.9％、「実施していない」人の52.9％が自動更新機能を「知らない」と回答している。
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Microsoft Update等OSの自動アップデート機能の認知
［情報セキュリティ対策の実施状況

＜Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新＞別］

77.1

93.4

63.0

47.1

34.1

22.9

6.6

37.0

52.9

65.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

実施している(n=3464)

実施していないが今後はする予定(n=208)

実施していない(n=752)

わからない(n=725)

知っている 知らなかった



3.3.2 情報セキュリティ対策の実施状況（7）

• ［インターネット利用開始時期別］にみると、早くからインターネットを使っていた層ほど自動アップデート
機能の認知率は高く、比較的最近使い始めた層ほど認知率は低くなる傾向にある。
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Microsoft Update等OSの自動アップデート機能の認知
［インターネット利用開始時期別］

77.1

85.7

82.5

73.1

73.3

57.7

22.9

14.3

17.5

26.9

26.7

42.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

1997年以前(n=1636)

1998年～1999年(n=969)

2000年～2001年(n=1185)

2002年～2003年(n=747)

2004年以降(n=615)

知っている 知らなかった



3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（1）

• 回答者全員に情報セキュリティ対策に対する意識を尋ねた。

• 「WindowsやMacなどのOSは、セキュリティ更新プログラムが出たら、すぐにインストールし、常に最新の
状態にしておくべきである」という人は、全体では85.2％（「そう思う」＋「ややそう思う」）に上る。

• ［性別］では、男性で「そう思う」と回答する人が65.0％と女性（50.3％）よりも多い。
• ［年代別］では、10代で「そう思う」と回答する人が44.0％と最も少なく、「ややそう思う」（34.6％）と回答す

る割合が他の年代に比べて多い。
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情報セキュリティ対策に対する意識－①

＜WindowsやMacなどのOSは、セキュリティ更新プログラムが出たら、すぐにインストールし、常に最新の状態にしておくべきである＞

58.1

65.0

50.3

27.1

23.9

30.6

12.2

8.9

15.9

2.2

1.8

2.6

0.5

0.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

58.1

44.0

55.7

58.9

60.6

62.5

59.7

27.1

34.6

27.6

29.0

27.7

22.8

22.9

12.2

16.8

13.4

10.2

9.5

12.5

14.3

2.2

4.2

2.4

1.9

1.7

1.6

2.4

0.5

0.5

0.8

0.1

0.5

0.7

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

［回答者全体］／［性別］ ［回答者全体］／［年代別］



3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（2）

• ［情報セキュリティ対策の実施状況別］にみると、「Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新」
を「実施している」人では、「WindowsやMacなどのOSは、セキュリティ更新プログラムが出たら、すぐにイ
ンストールし、常に最新の状態にしておくべきである」について、「そう思う（計）」と回答する人が9割を超
える。

• 「Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新」を現在「実施していない（計）」（「実施していない」＋「実
施していないが今後はする予定」）人では7割、実施しているかどうか「わからない」人では6割にとどまる。

• 常にOSを最新状態に保つべきであるという意識の希薄さが、セキュリティパッチの更新実施の阻害要因
となりうることが推察される。
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情報セキュリティ対策に対する意識－①

＜WindowsやMacなどのOSは、セキュリティ更新プログラムが出たら、すぐにインストールし、常に最新の状態にしておくべきである＞

［情報セキュリティ対策の実施状況
＜Microsoft Update等によるセキュリティパッチの更新＞別］

85.1

93.4

71.9

63.1

12.2

5.7

21.7

30.6

2.7

0.9

6.4

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

実施している(n=3464)

実施していない（計）(n=960)

わからない(n=725)

そう思う（計）(n=4382) どちらともいえない(n=628) そう思わない（計）(n=138)



3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（3）

• 回答者全員に情報セキュリティ対策に対する意識を尋ねた。

• 「パソコン上で利用しているソフトを立ち上げると、バージョンアップを勧めるウィンドウが表示されること
があるが、セキュリティ対策上、すぐにバージョンアップ版をダウンロードしてソフトを最新の状態にすべ
きである」という人は、全体では61.9％（「そう思う」＋「ややそう思う」）で、「OSを最新状態に保つべきである」の回
答率が85.1％に対して低い結果となった。

• ［性別］では、男性のほうが女性よりも「そう思う（計）」と回答する人が多く、男性66.3％に対し、女性では
56.9％である。

• ［年代別］では、20代で「そう思う（計）」と回答する人が多く、67.4％に上る。
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＜パソコン上で利用しているソフトを立ち上げると、バージョンアップを勧めるウィンドウが表示されることがあるが、
セキュリティ対策上、すぐにバージョンアップ版をダウンロードしてソフトを最新の状態にすべきである＞

情報セキュリティ対策に対する意識－②

［回答者全体］／［性別］ ［回答者全体］／［年代別］

29.4

32.7

25.7

32.5

33.6

31.2

30.1

26.2

34.4

6.9

6.4

7.6

1.1

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

29.4

26.8

32.2

31.7

27.3

28.9

26.5

32.5

36.1

35.2

31.5

35.3

28.7

28.7

30.1

28.8

25.8

29.5

29.6

33.0

35.2

6.9

7.2

6.1

6.3

6.6

7.7

8.5

1.1

1.0

0.6

1.1

1.2

1.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない



3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（4）

• 回答者全員に情報セキュリティ対策に対する意識を尋ねた。

• 「知らない差出人からのメールは、差出人や件名の表示を見ても、セキュリティ被害をもたらすような『怪
しいメール』かどうか判断するのは難しい」という人は、全体では56.8％（「そう思う」＋「ややそう思う」）に上る。

• ［性別］では、「そう思う（計）」人に男女差はみられないが、「そう思わない（計）」人は男性24.3％に対し、
女性20.9％とやや男性のほうが多い。

• ［年代別］では、「そう思う（計）」人は年代が上がるほど増える傾向にあり、若年層ほど「そう思わない
（計）」人が多い。
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＜知らない差出人からのメールは、差出人や件名の表示を見ても、
セキュリティ被害をもたらすような「怪しいメール」かどうか判断するのは難しい＞

情報セキュリティ対策に対する意識－③

［回答者全体］／［性別］ ［回答者全体］／［年代別］

21.6

22.5

20.7

35.2

34.3

36.3

20.5

19.0

22.2

16.6

17.4

15.8

6.0

6.9

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

21.6

15.6

18.4

19.7

20.2

24.2

32.1

35.2

32.4

32.8

33.0

37.2

37.7

38.7

20.5

23.3

21.8

22.3

19.1

20.4

15.4

16.6

21.8

20.2

18.3

16.7

12.7

10.0

6.0

6.9

6.9

6.6

6.8

4.9

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない



3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（5）

• ［情報セキュリティ対策の実施状況別］にみると、「怪しいメール・添付ファイルの削除」を現在「実施して
いない（計）」（「実施していない」＋「実施していないが今後はする予定」）人では、「知らない差出人からのメールは、差出
人や件名の表示を見ても、セキュリティ被害をもたらすような『怪しいメール』かどうか判断するのは難し
い」について、「そう思わない（計）」と回答する人が11.1％と「実施している」人（25.0％）よりも少ない。
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＜知らない差出人からのメールは、差出人や件名の表示を見ても、
セキュリティ被害をもたらすような「怪しいメール」かどうか判断するのは難しい＞

情報セキュリティ対策に対する意識－③

［情報セキュリティ対策の実施状況
＜怪しいメール・添付ファイルの削除＞別］

56.8

56.3

63.4

52.1

20.5

18.7

25.5

40.1

22.7

25.0

11.1

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

実施している(n=4354)

実施していない（計）(n=542)

わからない(n=254)

そう思う（計）(n=2926) どちらともいえない(n=1055) そう思わない（計）(n=1168)



3.3.3 情報セキュリティ対策に対する意識（6）

• 回答者全員に情報セキュリティ対策に対する意識を尋ねた。

• 「新しいプログラムやソフトのダウンロードを勧める表示が出た時、それがセキュリティ被害をもたらすよ
うな怪しいものかどうか判断するのは難しい」という人は、全体では64.2％（「そう思う」＋「ややそう思う」）に上る。

• ［性別］では、女性のほうが男性よりも「そう思う（計）」と回答する人が多く、男性61.4％に対し、女性は
67.3％に上る。また、「そう思わない（計）」人が男性で多く17.2％、対して女性は9.5％と1割に満たない。
ソフト等のダウンロードに際して安全かどうかの判断を下すことには、男女差があることがうかがえる。

• ［年代別］では、 「そう思う（計）」人は年代が上がるほど増える傾向にあり、若年層ほど「そう思わない
（計）」人が多い。10代は、「そう思う（計）」が54.4％と6割を切っており、「そう思わない（計）」が2割と、ソフ
ト等をダウンロードするかどうかの判断に際し、他の年代よりも判断の難しさを感じていない人が多い。
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＜新しいプログラムやソフトのダウンロードを勧める表示が出た時、
それがセキュリティ被害をもたらすような怪しいものかどうか判断するのは難しい＞

情報セキュリティ対策に対する意識－④

［回答者全体］／［性別］ ［回答者全体］／［年代別］

23.7

23.1

24.3

40.5

38.3

43.0

22.2

21.4

23.2

10.3

12.8

7.4

3.3

4.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

23.7

15.8

22.9

21.6

22.6

25.5

32.6

40.5

38.6

39.0

39.6

43.0

41.4

40.9

22.2

25.1

22.3

23.7

21.7

22.9

17.8

10.3

15.5

10.9

12.2

9.4

8.0

6.6

3.3

5.0

4.9

3.0

3.3

2.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=5148)

10代(n=424)

20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない



3.3.4 セキュリティ対策ソフトに対する意識（1）

• 回答者全員にセキュリティ対策ソフトに対する意識を尋ねた。

• 最も多かったのは「定義ファイルの更新時やウイルススキャン作動中にPCの動作が遅くなるのが困る」
で、7割を超える人が不満を持っている。次いで、 「種類が多いので、どれを選ぶべきかわからない」
（ 68.4％ ）、「各機能のうち、自分のPCの使用状況に合った機能がどれか選定に迷う」（66.2％）と、各製
品の機能理解に対する戸惑いの声が多い。

• 「更新料の支払い手続きが面倒」、「一度購入時に支払いをしているのだから、更新料を支払う理由がわ
からない」と、料金の支払いに関する不満がそれぞれ57.4％、53.0％であった。

• 「インストールが面倒、わかりにくい」は全体の44.8％、「ソフトの使い方がわからない」という人は全体の
36.6％であった。
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セキュリティ対策ソフトに対する意識
［回答者全体］

73.4

68.4

66.2

57.4

53.0

44.8

36.6

16.8

15.0

16.6

23.6

26.8

18.8

23.5

9.9

16.6

17.2

19.0

20.2

36.4

39.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定義ファイルの更新時やウイルススキャン作動

中にパソコンの動作が遅くなるのが困る

種類が多いので、どれを選ぶべきかわからない

各機能のうち、自分のパソコンの使用状況に合っ

た機能がどれか選定に迷う

更新料の支払い手続きが面倒

一度購入時に支払いをしているのだから、更新

料を支払う理由がわからない

インストールが面倒、わかりにくい

ソフトの使い方がわからない

そう思う（計） どちらともいえない そう思わない（計）

（N=5148）



3.3.4 セキュリティ対策ソフトに対する意識（2）

• ［情報セキュリティ対策の実施状況別］にみると、「セキュリティ対策ソフトの導入・活用」を現在「実施して
いない（計）」（「実施していない」＋「実施していないが今後はする予定」）人を基数とした場合、総じて回答者全体よりも
「そう思う（計）」と回答する割合が高くなる。

• 現在セキュリティ対策ソフトを導入・活用していない人では、「種類が多いので、どれを選ぶべきかわから
ない」が81.7％と最も多い。

• 「インストールが面倒、わかりにくい」（＋17.1ポイント）、「ソフトの使い方がわからない」（＋16.8ポイント）
で回答者全体よりも15ポイント以上、上回っているが、唯一、「定義ファイルの更新時やウイルススキャ
ン作動中にPCの動作が遅くなるのが困る」については、「そう思う（計）」の割合は73.4％で回答者全体と
同率であった。
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セキュリティ対策ソフトに対する意識
［情報セキュリティ対策の実施状況＜セキュリティ対策ソフトの導入・活用＞

＜実施していない＞別］

セキュリティ対策ソフトに対する意識
［回答者全体］

（再掲）

73.4

81.7

79.8

69.3

64.9

61.9

53.4

20.7

12.1

14.0

24.6

25.8

19.7

23.4

5.9

6.2

6.2

6.2

9.2

18.5

23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定義ファイルの更新時やウイルススキャン作動中にパソ

コンの動作が遅くなるのが困る

種類が多いので、どれを選ぶべきかわからない

各機能のうち、自分のパソコンの使用状況に合った機能

がどれか選定に迷う

更新料の支払い手続きが面倒

一度購入時に支払いをしているのだから、更新料を支払

う理由がわからない

インストールが面倒、わかりにくい

ソフトの使い方がわからない

そう思う（計） どちらともいえない そう思わない（計）

(N=968)

73.4

68.4

66.2

57.4

53.0

44.8

36.6

16.8

15.0

16.6

23.6

26.8

18.8

23.5

9.9

16.6

17.2

19.0

20.2

36.4

39.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定義ファイルの更新時やウイルススキャン作動

中にパソコンの動作が遅くなるのが困る

種類が多いので、どれを選ぶべきかわからない

各機能のうち、自分のパソコンの使用状況に合っ

た機能がどれか選定に迷う

更新料の支払い手続きが面倒

一度購入時に支払いをしているのだから、更新

料を支払う理由がわからない

インストールが面倒、わかりにくい

ソフトの使い方がわからない

そう思う（計） どちらともいえない そう思わない（計）

（N=5148）



3.3.4 セキュリティ対策ソフトに対する意識（3）

• セキュリティ対策ソフトに対する意識について、「そう思う」または「ややそう思う」と回答したものを［性別］
にみると、総じて女性のほうが男性よりも回答率が高い傾向にある。ソフトの購入段階、インストール時、
及び、インストール後の作業工程において、女性のほうが男性よりも不明な点が多いと推察される。

• 「定義ファイルの更新時やウイルススキャン作動中にPCの動作が遅くなるのが困る」と「更新料の支払
い手続きが面倒」には男女差はほとんどない。「更新料を支払う理由がわからない」という人は女性のほ
うがやや多い。
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セキュリティ対策ソフトに対する意識＜そう思う（計）＞
［性別］

68.4

44.8

66.2

36.6

60.2

32.7

56.8

25.4

77.6

58.5

76.8

49.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

種類が多いので、どれを選ぶべき

かわからない

インストールが面倒、わかりにくい

各機能のうち、自分のパソコンの

使用状況に合った機能がどれか

選定に迷う

ソフトの使い方がわからない

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)

73.4

57.4

53.0

73.2

57.2

50.4

73.5

57.7

55.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定義ファイルの更新時やウイルス

スキャン作動中にパソコンの動作

が遅くなるのが困る

更新料の支払い手続きが面倒

一度購入時に支払いをしている

のだから、更新料を支払う理由が

わからない

全体(N=5148)

男性(n=2728)

女性(n=2421)



3.3.4 セキュリティ対策ソフトに対する意識（4）

• セキュリティ対策ソフトに対する意識について、「そう思う」または「ややそう思う」と回答したものを［年代
別］にみると、ソフトの購入段階、インストール時、及び、インストール後の作業工程において、総じて60
代以上の高齢層での回答率が高い傾向にある。

• 「定義ファイルの更新時やウイルススキャン作動中にPCの動作が遅くなるのが困る」と「更新料の支払
い手続きが面倒」については、20代での回答率が最も高く、年代が上がるほど回答率が下がる傾向にあ
る。

• 「更新料を支払う理由がわからない」は20代で60.7％と最も多く、次いで10代（55.5％）、30代（55.3％）、
60代以上（51.1％）が続く。
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セキュリティ対策ソフトに対する意識＜そう思う（計）＞
［年代別］

68.4

44.8

66.2

36.6

66.6

51.0

66.3

39.2

72.7

47.3

68.4

38.3

68.6

42.2

65.2

34.5

66.8

41.2

65.0

31.5

64.9

41.1

63.1

35.8

69.0

51.7

70.2

44.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

種類が多いので、どれを選ぶべき

かわからない

インストールが面倒、わかりにくい

各機能のうち、自分のパソコンの

使用状況に合った機能がどれか
選定に迷う

ソフトの使い方がわからない

全体(N=5148)

10代(n=424)
20代(n=1029)

30代(n=1221)
40代(n=913)

50代(n=883)

60代以上(n=680)

73.4

57.4

53.0

72.5

61.8

55.5

78.1

68.7

60.7

74.7

59.6

55.3

73.4

56.0

49.9

70.7

48.6

44.0

67.8

47.0

51.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定義ファイルの更新時やウイルス

スキャン作動中にパソコンの動作

が遅くなるのが困る

更新料の支払い手続きが面倒

一度購入時に支払いをしているの

だから、更新料を支払う理由がわ

からない

全体(N=5148)

10代(n=424)
20代(n=1029)

30代(n=1221)

40代(n=913)
50代(n=883)

60代以上(n=680)



3.3.4 セキュリティ対策ソフトに対する意識（5）

• セキュリティ対策ソフトに対する意識について、「そう思う」または「ややそう思う」と回答したものを［イン
ターネット利用開始時期別］にみると、ソフトの購入段階、インストール時、及び、インストール後の作業
工程において、インターネット利用年数が短いほど回答率が高い傾向にある。

• 「定義ファイルの更新時やウイルススキャン作動中にPCの動作が遅くなるのが困る」については、利用
開始時期による差異はほとんどない。

• 「更新料を支払う理由がわからない」については、「1997年以前」の古くからのインターネット利用者では
47.9％と半数を切るが、「1998年以降」の利用者ではいずれも半数を超えている。
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セキュリティ対策ソフトに対する意識＜そう思う（計）＞
［インターネット利用開始時期別］

68.4

44.8

66.2

36.6

61.4

34.5

58.6

25.8

66.9

38.1

64.7

31.8

71.6

50.2

69.6

41.2

72.1

53.9

71.6

43.1

78.6

61.4

75.4

56.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

種類が多いので、どれを選ぶべき

かわからない

インストールが面倒、わかりにくい

各機能のうち、自分のパソコンの使

用状況に合った機能がどれか選定

に迷う

ソフトの使い方がわからない

全体(N=5148)

1997年以前(n=1636)

1998年～1999年

(n=969)
2000年～2001年

(n=1185)
2002年～2003年

(n=747)
2004年以降(n=615)

73.4

57.4

53.0

72.1

56.4

47.9

73.6

60.3

54.7

75.1

60.2

55.1

74.0

53.7

55.1

72.3

54.5

56.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定義ファイルの更新時やウイルスス

キャン作動中にパソコンの動作が遅

くなるのが困る

更新料の支払い手続きが面倒

一度購入時に支払いをしているの

だから、更新料を支払う理由がわか

らない

全体(N=5148)

1997年以前(n=1636)

1998年～1999年

(n=969)
2000年～2001年

(n=1185)
2002年～2003年

(n=747)
2004年以降(n=615)



3.3.5 組織における情報セキュリティ対策の実施状況（1）

• 「経営者・役員」、「会社員・公務員・教員」、「契約社員／派遣社員」の企業勤務者に、回答者が勤める
企業規模を尋ねた。

• 「300人以上」が46.6％、「300人未満」が53.4％であった。［職業別］にみると、「経営者・役員」の9割が
「300人未満」である。

• また、所属する企業における業務の内訳は、情報システムに関連する業務従事者以外（「いずれにもあ
てはまらない」）が71.6％と大半を占める。
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所属する企業規模
［企業勤務者全体］

300人未満

53.4%

300人以上

46.6%

（N=2046）

所属する企業における業務
［企業勤務者全体］

所属する企業規模
［職業別］

53.4

91.4

48.6

46.9

52.5

53.7

46.6

8.6

51.4

53.1

47.5

46.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=2046)

経営者･役員(n=107)

会社員･公務員･教員(管理職)(n=362)

会社員･公務員･教員(情報ｼｽﾃﾑおよび通信関係の技術者･

研究者)(n=218)

会社員･公務員･教員(情報ｼｽﾃﾑおよび通信関係の技術者･

研究者以外)(n=1135)

契約社員/派遣社員(n=226)

300人未満 300人以上

6.8

3.9

17.8

71.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所属組織のシステム管理にかかわる業務

ウェブコンテンツ制作・更新にかかわる業務

本来業務ではないが、情報システムや通信に

関する設定・管理にかかわっている

いずれにもあてはまらない

全体(N=2046)



3.3.5 組織における情報セキュリティ対策の実施状況（2）

• 「経営者・役員」、「会社員・公務員・教員」、「契約社員／派遣社員」の企業勤務者に、回答者が勤める企
業・組織における情報セキュリティ関連のルールが策定されているか、どの程度遵守しているか尋ねた。

• 全体では、63.1％で何らかの情報セキュリティ関連のルールが策定されており、そのうちの9割近く
（87.9％）が「ルールを守っている」と回答している。

• ［性別］では、女性で策定されているかどうか「わからない」という人が男性よりも多い。

• ［年代別］では、ルールが策定されている中での遵守率は60代以上が最も低く79.7％、次いで30代
84.8％、20代87.0％の順に低い。
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組織における情報セキュリティ関連ルールの策定・遵守状況
［企業勤務者全体］

55.4 7.7 20.5 16.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=2046)

策定されており、ルールを守っている 策定されているが、あまり守っていない 策定されていない わからない

組織における情報セキュリティ関連ルールの策定・遵守状況
［年代別］

組織における情報セキュリティ関連ルールの策定・遵守状況
［性別］

56.1

53.2

8.0

6.5

21.8

16.5

14.1

23.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=1539)

女性(n=508)

策定されており、ルールを守っている 策定されているが、あまり守っていない 策定されていない わからない

29.4

57.7

52.8

59.2

56.7

41.7

0.0

8.7

9.4

6.0

5.0

10.6

5.9

16.4

20.7

19.1

25.4

24.1

64.7

17.2

17.1

15.8

12.9

23.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(n=9)

20代(n=432)

30代(n=672)

40代(n=436)

50代(n=410)

60代以上(n=90)

策定されており、ルールを守っている 策定されているが、あまり守っていない 策定されていない わからない



3.3.5 組織における情報セキュリティ対策の実施状況（3）

• ［企業規模別］では、「300人未満」での策定率が低く、46.4％と半数を切っている。「300人以上」の企業
では情報セキュリティ関連のルール策定率が82.2％に上る。遵守率では、「300人未満」84.9％、「300人
以上」89.7％であった。

• ［職業別］では、ルールが策定されている中での遵守率は「経営者・役員」が最も低く82.3％、最も高いの
は「契約社員／派遣社員」で92.0％、次いで「管理職」91.0％であった。 「契約社員／派遣社員」では、遵
守率が高い一方で、「わからない」と回答する割合も3割に上っており、情報セキュリティに対する関心が
二極化している様子がうかがえる。
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組織における情報セキュリティ関連ルールの策定・遵守状況
［企業規模別］

組織における情報セキュリティ関連ルールの策定・遵守状況
［職業別］

55.4

38.1

61.8

71.9

51.9

55.0

7.7

8.2

6.1

10.1

8.2

4.8

20.5

46.9

22.2

11.9

21.0

10.9

16.5

6.9

9.9

6.2

18.9

29.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=2046)

経営者･役員(n=107)

会社員･公務員･教員(管理職)(n=362)

会社員･公務員･教員(情報ｼｽﾃﾑおよび通信関係の技術者･研究

者)(n=218)

会社員･公務員･教員(情報ｼｽﾃﾑおよび通信関係の技術者･研究者以

外)(n=1135)

契約社員/派遣社員(n=226)

策定されており、ルールを守っている 策定されているが、あまり守っていない 策定されていない わからない

55.4

39.4

73.8

7.7

7.0

8.4

20.5

34.7

4.1

16.5

18.9

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=2046)

300人未満(n=1093)

300人以上(n=954)

策定されており、ルールを守っている 策定されているが、あまり守っていない 策定されていない わからない



3.3.5 組織における情報セキュリティ対策の実施状況（4）

• 組織における情報セキュリティ（情報漏洩）対策の実施では、「業務上知り得た情報を許可なく公言しな
い」、「個人に割り当てられた権限を、許可なく、他の人に貸与または譲渡しない」、「業務に関係のない
フリーウェアなどのプログラムをインターネットからダウンロードしたり、使用したりしない」、「私物（私有）
のパソコンを持ち込んで、企業（組織）のネットワークに接続しない」の実施率が5割を超えている。

• 「業務情報を持ち出す際の暗号化」、「業務情報のメール送信時の暗号化」の実施率は2割以下と低い。
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組織における情報セキュリティ対策の実施状況（複数回答）
［企業勤務者全体］

60.2

57.7

54.7

52.1

49.7

45.6

42.5

42.3

42.3

41.1

38.1

37.3

37.0

36.9

35.8

33.1

33.0

28.6

28.4

19.0

16.1

13.9

0.7

12.0

0% 20% 40% 60% 80%

業務上知り得た情報を、許可なく公言しない

個人に割り当てられた権限を、許可なく、他の人に貸与または譲渡しない

業務に関係のないフリーウェアなどのプログラムをインターネットからダウンロードしたり、使用したりしない

私物（私有）のパソコンを持ち込んで、企業（組織）のネットワークに接続しない

業務で使用する電子メール（アドレス）を、私用で使用しない

プリントした書類はすぐに取りに行く

業務上大切な書類を机の上に放置したまま席を離れたり、帰宅したりしない

業務で使用していた電子媒体や書類を廃棄する場合は、安易にゴミ箱に捨てない

大切な情報を、信頼できる管理下にないパソコン（ネットカフェのパソコン等）で利用しない

仕事を家に持ち帰らない

業務で持ち出したパソコンを、業務以外の目的で利用したり、他人に貸したりしない

業務に関係のないウェブサイトを業務用のパソコンで閲覧しない

自分で管理できないコンピュータでは、重要な個人情報の入力を行わない

離席するときは、他人にパソコンを利用されないような状態にしている（パスワードロックをしたり、ログオフする等）

USBメモリなどの外部記憶装置を外部から持ち込んで、業務用のパソコンに接続しない

パソコンの廃棄時は、HDの内容を完全に消去するサービスを利用するか、企業（組織）内で確立された廃棄のための手順や技術に従っている

業務で持ち出したパソコンを、不必要に、企業（組織）のネットワークに接続しない

大切な情報が格納された電子媒体（CD-ROMなど）や書類は、カギのかかるキャビネット等にしまう

ノートパソコンを机の上に放置して帰宅しない

業務情報（データ）を、業務上、許可を得てから持ち出す場合には、暗号化している

個人宛の伝言メモは他人の目に触れないところに置く

業務情報（データ）を、許可を得てメール送信する場合には、暗号化している

その他

どれも実施していない

全体(N=2046)



3.3.5 組織における情報セキュリティ対策の実施状況（5）

• ［企業規模別］では、いずれの情報セキュリティ対策も「300人以上」での実施率が高い。
• 「300人未満」では「どれも実施していない」が17.0％に対し、「300人以上」では6.1％であった。
• 特に「私物（私有）のパソコンを持ち込んで、企業（組織）のネットワークに接続しない」（±27.5％）、「離席

するときは、他人にパソコンを利用されないような状態にしている」（±26.3％）、「USBメモリなどの外部
記憶装置を外部から持ち込んで、業務用のパソコンに接続しない」（±26.1％）、「業務に関係のないウェ
ブサイトを業務用のパソコンで閲覧しない」（±24.4％）において、企業規模による差が大きい。
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組織における情報セキュリティ対策の実施状況（複数回答）
［企業規模別］

60.2

57.7

54.7

52.1

49.7

45.6

42.5

42.3

42.3

41.1

38.1

37.3

53.3

49.5

45.6

39.2

43.1

36.2

34.1

34.7

34.9

32.1

29.1

26.0

68.1

67.1

65.0

66.8

57.3

56.4

52.2

51.0

50.8

51.4

48.5

50.3

0% 20% 40% 60% 80%

業務上知り得た情報を、許可なく公言しない

個人に割り当てられた権限を、許可なく、他の人に

貸与または譲渡しない

業務に関係のないフリーウェアなどのプログラム

をインターネットからダウンロードしたり、使用した

りしない

私物（私有）のパソコンを持ち込んで、企業（組織）

のネットワークに接続しない

業務で使用する電子メール（アドレス）を、私用で

使用しない

プリントした書類はすぐに取りに行く

業務上大切な書類を机の上に放置したまま席を

離れたり、帰宅したりしない

業務で使用していた電子媒体や書類を廃棄する

場合は、安易にゴミ箱に捨てない

大切な情報を、信頼できる管理下にないパソコン

（ネットカフェのパソコン等）で利用しない

仕事を家に持ち帰らない

業務で持ち出したパソコンを、業務以外の目的で

利用したり、他人に貸したりしない

業務に関係のないウェブサイトを業務用のパソコ

ンで閲覧しない

全体(N=2046)

300人未満(n=1093)

300人以上(n=954)

37.0

36.9

35.8

33.1

33.0

28.6

28.4

19.0

16.1

13.9

0.7

12.0

32.0

24.6

23.6

24.3

23.2

18.7

19.8

9.7

12.7

7.6

0.4

17.0

42.6

51.0

49.7

43.2

44.2

40.0

38.4

29.7

20.1

21.1

1.0

6.1

0% 20% 40% 60% 80%

自分で管理できないコンピュータでは、重要な個

人情報の入力を行わない

離席するときは、他人にパソコンを利用されない

ような状態にしている（パスワードロックをしたり、

ログオフする等）

USBメモリなどの外部記憶装置を外部から持ち

込んで、業務用のパソコンに接続しない

パソコンの廃棄時は、HDの内容を完全に消去す

るサービスを利用するか、企業（組織）内で確立

された廃棄のための手順や技術に従っている

業務で持ち出したパソコンを、不必要に、企業

（組織）のネットワークに接続しない

大切な情報が格納された電子媒体（CD-ROMな

ど）や書類は、カギのかかるキャビネット等にしま

う

ノートパソコンを机の上に放置して帰宅しない

業務情報（データ）を、業務上、許可を得てから

持ち出す場合には、暗号化している

個人宛の伝言メモは他人の目に触れないところ

に置く

業務情報（データ）を、許可を得てメール送信す

る場合には、暗号化している

その他

どれも実施していない

全体(N=2046)

300人未満(n=1093)

300人以上(n=954)



3.3.5 組織における情報セキュリティ対策の実施状況（6）

• 組織における情報セキュリティ対策の実施率を［職業別］にみると、いずれの実施率も「会社員・公務員・
教員（情報システムおよび通信関係の技術者・研究者）」が最も高く、「経営者・役員」の実施率が最も低
い傾向にある。

• 「どれも実施していない」は「契約社員／派遣社員」が19.1％、「経営者・役員」が17.9％と2割近い。
• 「業務に関係のないウェブサイトを業務用のパソコンで閲覧しない」については、 「経営者・役員」ではお

よそ4人に1人程度にとどまり、管理職をはじめとする一般社員よりも実施率が低い。
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組織における情報セキュリティ対策の実施状況（複数回答）①＜職業差が比較的小さいもの＞
［職業別］

※「情報システム系社員」と「経営者・役員」との差が±25％以下
のものを掲載

60.2

57.7

54.7

49.7

42.3

37.3

51.3

52.8

52.3

41.5

35.1

24.2

58.3

58.0

57.9

50.8

43.4

43.1

71.7

70.9

59.8

56.2

56.4

43.2

59.6

56.5

53.4

49.8

41.4

35.6

59.0

52.9

52.0

45.2

34.7

37.5

0% 20% 40% 60% 80%

業務上知り得た情報を、許可な

く公言しない

個人に割り当てられた権限を、

許可なく、他の人に貸与または

譲渡しない

業務に関係のないフリーウェア

などのプログラムをインターネッ

トからダウンロードしたり、使用

したりしない

業務で使用する電子メール（ア

ドレス）を、私用で使用しない

大切な情報を、信頼できる管理

下にないパソコン（ネットカフェ

のパソコン等）で利用しない

業務に関係のないウェブサイト

を業務用のパソコンで閲覧しな

い

全体(N=2046)

経営者･役員(n=107)

会社員･公務員･教員(管理

職)(n=362)

会社員･公務員･教員(情報ｼ

ｽﾃﾑおよび通信関係の技術

者･研究者)(n=218)

会社員･公務員･教員(情報ｼ

ｽﾃﾑおよび通信関係の技術

者･研究者以外)(n=1135)

契約社員/派遣社員(n=226)

37.0

33.0

16.1

0.7

12.0

34.5

27.0

12.9

1.0

17.9

39.2

36.7

16.6

0.0

8.5

52.8

47.0

25.4

1.0

6.4

35.4

30.8

14.6

0.8

12.1

27.0

27.0

15.6

0.5

19.1

0% 20% 40% 60% 80%

自分で管理できないコンピュー

タでは、重要な個人情報の入力

を行わない

業務で持ち出したパソコンを、

不必要に、企業（組織）のネット

ワークに接続しない

個人宛の伝言メモは他人の目

に触れないところに置く

その他

どれも実施していない

全体(N=2046)

経営者･役員(n=107)

会社員･公務員･教員(管理

職)(n=362)

会社員･公務員･教員(情報ｼ

ｽﾃﾑおよび通信関係の技術

者･研究者)(n=218)

会社員･公務員･教員(情報ｼ

ｽﾃﾑおよび通信関係の技術

者･研究者以外)(n=1135)

契約社員/派遣社員(n=226)



3.3.5 組織における情報セキュリティ対策の実施状況（7）

• 特に「会社員・公務員・教員（情報システムおよび通信関係の技術者・研究者）」と「経営者・役員」との実
施率の差が大きいのは、「離席するときは、他人にパソコンを利用されないような状態にしている（パス
ワードロックをしたり、ログオフする等）」（±40.8％）、「私物（私有）のパソコンを持ち込んで、企業（組織）
のネットワークに接続しない」（±35.8％）、「USBメモリなどの外部記憶装置を外部から持ち込んで、業務
用のパソコンに接続しない」（±34.7％）等である。

• 「仕事を家に持ち帰らない」は「情報システム系の社員」で53.5％、次いで「契約社員／派遣社員」で
51.7％とこれらの職業では半数以上が徹底している一方で、「経営者・役員」では19.8％と差が大きい。
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組織における情報セキュリティ対策の実施状況（複数回答）②＜職業差が比較的大きいもの＞
［職業別］

※「情報システム系社員」と「経営者・役員」との差が±25％以上
のものを掲載

52.1

45.6

42.5

42.3

41.1

38.1

36.9

32.6

34.3

31.8

32.3

19.8

29.9

21.2

52.8

46.6

48.0

39.5

41.1

40.3

34.1

68.5

62.3

58.1

64.7

53.5

57.6

62.0

51.2

43.8

39.6

40.7

38.6

36.5

34.4

48.9

41.9

38.9

38.0

51.7

28.1

37.1

0% 20% 40% 60% 80%

私物（私有）のパソコンを持ち込

んで、企業（組織）のネットワーク

に接続しない

プリントした書類はすぐに取りに

行く

業務上大切な書類を机の上に放

置したまま席を離れたり、帰宅し

たりしない

業務で使用していた電子媒体や

書類を廃棄する場合は、安易に

ゴミ箱に捨てない

仕事を家に持ち帰らない

業務で持ち出したパソコンを、業

務以外の目的で利用したり、他

人に貸したりしない

離席するときは、他人にパソコン

を利用されないような状態にして

いる（パスワードロックをしたり、

ログオフする等）

全体(N=2046)

経営者･役員(n=107)

会社員･公務員･教員(管理

職)(n=362)

会社員･公務員･教員(情報ｼ

ｽﾃﾑおよび通信関係の技術

者･研究者)(n=218)

会社員･公務員･教員(情報ｼ

ｽﾃﾑおよび通信関係の技術

者･研究者以外)(n=1135)

契約社員/派遣社員(n=226)

35.8

33.1

28.6

28.4

19.0

13.9

20.0

30.5

16.6

21.9

9.8

4.2

35.0

37.1

31.0

28.5

18.4

14.8

54.7

58.0

49.6

49.4

40.5

29.4

33.5

29.3

25.4

25.8

17.2

11.8

37.6

23.3

26.2

24.4

12.9

12.4

0% 20% 40% 60% 80%

USBメモリなどの外部記憶装置を

外部から持ち込んで、業務用の

パソコンに接続しない

PCの廃棄時は、HDの内容を完全

に消去するサービスを利用する

か、組織内で確立された廃棄の

ための手順や技術に従っている

大切な情報が格納された電子媒

体（CD-ROMなど）や書類は、カギ

のかかるキャビネット等にしまう

ノートパソコンを机の上に放置し

て帰宅しない

業務情報（データ）を、業務上、許

可を得てから持ち出す場合には、

暗号化している

業務情報（データ）を、許可を得て

メール送信する場合には、暗号化

している

全体(N=2046)

経営者･役員(n=107)

会社員･公務員･教員(管理

職)(n=362)

会社員･公務員･教員(情報ｼ

ｽﾃﾑおよび通信関係の技術

者･研究者)(n=218)

会社員･公務員･教員(情報ｼ

ｽﾃﾑおよび通信関係の技術

者･研究者以外)(n=1135)

契約社員/派遣社員(n=226)



調査票
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